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第１章 本取組の背景と目的 

１．はじめに 

 子ども・子育て支援法が平成２７年に施行されてから８年が経過する。令和元年１０月か

らは幼児教育・保育の無償化が始まり、３歳以上であれば保護者の経済的負担を要すること

なく幼児教育・保育を受けることができることとなった。また、ほぼすべての４・５歳のこ

どもが幼稚園・保育所等に入園・入所しており、待機児童数も、調査開始以来初の 2,680 人

と減少してきている（令和 5 年４月調査）。これまで大きな課題とされていたいわゆる「保

育の受け皿の確保」については、一定程度目標が達成されたといえる。 

今後は保育の受け皿の確保に留まらず、将来的に発生し得る課題に対応することが可能な、

こども・子育て支援のあるべき姿を追求することが求められる。その一つの手がかりとして、

幼稚園・保育所等に留まらず、様々な関係機関と連携しながら子育てに当たっていくことが

挙げられる。 

令和３年には子ども・子育て支援法及び児童手当法の一部を改正する法律（令和３年法律

第５０号）により子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号）が改正され、市町村子

ども・子育て支援事業計画の記載事項として、「地域子ども・子育て支援事業を行う市町村

その他の当該市町村においてこども・子育て支援の提供を行う関係機関相互の連携の推進

に関する事項」を追加する規定が盛り込まれた。これにより、関係機関の連携がいっそう進

むことが期待されている。 

制度面の改正と併せて、先進的な取組事例の収集も必要である。様々な関係機関と連携し

て子育てに当たっている先進的な取組を通して、将来的な課題に対し、どのように対応すべ

きかについて、検討することが必要とし、昨年度の検討では、包括的な理念・ビジョンに関

する検討とともにいわゆる「園」や地域によるこども子育て支援に関して求められるものを

議論してきた。他方、理念・ビジョンには働き方や親と子の時間の捉えなおし、困難な状況

にあるこどもへの支援など他分野と連携して検討を深める要素も挙げられたが、そういっ

た観点の深堀を今後進める必要がある。これらの議論を通して地域・コミュニティを一つの

軸としたこども・子育ての機能の在り方や具体的に求められるものについての議論を深め

ていくことが重要である。 

 以上の背景を踏まえ、本調査研究では、先駆的な取組の実践者・学識経験者等により構成

される「１０年後の子ども・子育て支援の在り方を考える研究会」を開催し、10 年後のこ

ども・子育て支援の在り方について検討した。本報告書は、当該検討内容について取りまと

めたものである。 

 

２．検討方針及び検討 

 本調査研究では、事務局にて基礎的なデータ収集を実施したうえで、５回の「１０年後の

子ども・子育て支援の在り方を考える研究会」を実施し、その協議結果を取りまとめる。な
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お、研究会の参加の委員は下図の通りである。 

委員一覧 
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第２章 検討の流れ及び第 1 回研究会の概要 

１．第 1 回研究会 

「１０年後の子ども・子育て支援の在り方を考える研究会」の第１回研究会概要は以下の

通り。 

 

（１）議事次第等 

〇 開催日時： 

令和５年９月 19 日（火） 10:00～12:00 

 

〇 開催場所：ワークスタイリング「霞が関ビルディング」カンファレンスルーム 

（東京都千代田区霞が関 3-2-5 霞が関ビルディング 36 階） 

 

〇 研究会委員プロフィールと出席状況： 

No. 委員名 所属 出席状況 

1 池本 美香 株式会社日本総合研究所 出席 

2 奥山 千鶴子 認定 NPO 法人びーのびーの 理事長 出席 

3 柿沼 平太郎 学校法人柿沼学園 理事長 出席 

4 柴田 悠 京都大学総合人間学部 准教授 出席（オンライン） 

5 鈴木 眞廣 社会福祉法人わこう村 理事長 出席 

6 野澤 祥子 東京大学 Cedep 准教授 出席（オンライン） 

7 松本 理寿輝 まちの保育園・こども園 代表 出席（オンライン） 

8 吉田 正幸【座長】 株式会社保育システム研究所 代表 出席 

９ 後藤 真一郎【オブ

ザーバー】 

全国社会福祉協議会・出版部 出席 

 

〇 議事次第： 

１．開会 

２．議事 

（１）ご挨拶及び趣旨説明  

（２）研究会の概要説明  

（３）今年度の取り組みに関する意見交換  

（４）吉田座長ご挨拶 

３．閉会 
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（２）議事内容 

 

 事務局から研究会の概要説明をした。 

 

前年度からの流れ 

昨年度の検討では、包括的な理念・ビジョンに関する検討とともにいわゆる「園」や地域

によるこども子育て支援に関して求められるものを議論してきた。他方、理念・ビジョンに

は働き方や親と子の時間の捉えなおし、困難な状況にあるこどもへの支援など他分野と連

携して検討を深める要素も挙げられたが、そういった観点の深堀を今後進める必要がある。

また、それらの議論を通して地域・コミュニティを一つの軸としたこども・子育ての機能の

在り方や具体的に求められるものについての議論を深めていくことが重要と考えている。 

 

地域・コミュニティを軸としたこども・子育ての機能とは 

 以下のように従来の保育所等の多機能化等の検討が「こども子育て支援の質を向上させ

るうえるうえで求められる保育所等の機能」によりフォーカスした機能整理になっている

認識である。本検討における地域・コミュニティを軸とした検討とは、さらに広い範囲で「地

域/まちを成り立たせるうえで必要となる機能」として保育所等がどういった役割を果たし

ていくべきかについて先行事例を踏まえ議論いただきたい旨を伝えた。 
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（３）協議事項のまとめ 

 第１回研究会における委員の協議事項のまとめは以下のとおり。 

 

〇 事例集に関して、社会課題に対してやっていくべきではないか。取り上げるものは新

しいものになりがちだが、保育施設としては社会課題に対応する、そもそもの保育の質

が高いことが重要。 

〇 事例集選考は各委員の専門性から見た着眼点から評価、また、昨年度の議論を踏まえ

て、推薦して欲しい。（事務局がグルーピングした中で保育施設のかかわりの程度の

差、という観点でのバリエーションを確保をする。） 

〇 対象となる領域がわかりやすい事を前提としつつ、従来の保育所の機能と、待ちとし

て成り立たせるための機能をどのように考えるかという事も忘れないようにしたい。 

〇 ヒアリングは事務局が実施ではあるが、日程を調整した上で、オンラインの場合は参

加。ヒアリングには全体共通設問のほか、事例に応じたヒアポイントを委員から出す。

時間が許せばこの場で報告してもらう、その際にはここを深堀して聞く。追加ヒア、現

地視察＆ヒアに同行いただくという事も視野に入れたい。 

〇 戦後の成長、競争社会が現在の状況を生み出している。そのなんとかしなければなら

ない課題の一つがコミュニティの再生。あれもこれも保育園で担いなさいと言われるの

は大変。既に疲弊しているので。我々だけで担っていくという発想ではなく、だれが一

緒に担ってくれるかを見つけていきたい。専門家が担ってしまうと地域が育たない。地

域を育てるという視点も必要。かかわることが楽しいという気付きをみんなに持ってほ

しい。 

〇 こども子育てに優しい街づくり、子供がたのしいまちづくり、が重要だと感じてい

る。こどもにやさしい街は高齢者にも障碍者にも優しい。私的資源、共の資源、という

言い方があるが、共有資源であるコミュニティを子育てとどうかかわらせるか。コミュ

ニティは防犯、防災なども広く含む。法令、制度、財政的な壁が見えてくることもあろ

うと感じる。その制約がなくなるとさらに取り組みが飛躍する可能性があるのであれ

ば、まとめの中では言及してもよいのではと感じる。良い報告書をまとめて市町村のや

る気を煽るようなものにしたい。すべての基礎自治体に配布するなど、活用の視点も検

討していきたい。 
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第３章 先駆的な取組抽出 

事務局作成のロングリストに委員推薦事例を追記のうえ、ロングリスト（44 件）に対し

て各委員に評価いただき、その結果を踏まえショートリストを作成した（13 件）。ショート

リスト先にウェブ会議でヒアリングを実施し、そのヒアリング結果をもって企画合意をは

かった。具体的な進め方は以下である。 

 

１．ロングリストの評価及びショートリストへの絞り込み 

1. 推薦候補の選出 

• 第 1 回研究会議論の内容を踏まえた、調査候補先の推薦を委員に依頼した。 

2. 推薦候補の再整理 

• 事務局リサーチによる候補先リストに委員推薦先を加え、再整理を行った。 

• ロングリストは 44 件となった。以下のようなロングリストを作成した。 

 

             … 

 

3. 委員が事例の評価を行い、ショートリストを作成した（13 件） 

• 委員がロングリストから推薦事例を選定。 

• 平行して委員にヒアリング項目案を提示、意見をもらい反映した。 

 

 

 

 

■地域×保育の事例一覧（ロングリスト）

No. 自治体名 事業者名 （保育所名）

保育

所・こ

ども園

等以外

内容区分 内容 URL、出所

1 富山県舟橋村 富山YMCA福祉会
ふなはしこど

も園

法人連携

（多角化）

「子育て共助」のまちづくりをスローガンとして掲げ、我田引水で地方創生を

進めるのではなく、県内外の様々な企業共に取り組みながら、民間がビジネス

ベースで解決する取組を進めている。共助コミュニティを地域実装する株式会

社AsMamaや大学・シンクタンクと連携し、子育て共助型モデルエリアのマネ

ジメントを実施している。

28_29.pdf (nix-japan.co.jp)

https://funahashi-sosei.com/

2 福岡県宗像市

さとづくり48プロ

ジェクトinひのさ

と

ひかり幼育園

ひのさと分園

法人連携

（多角化）

50年前に完成した日の里団地に次の50年を暮らす場をつくるため、団地再生プ

ロジェクト「さとづくり４８」を実施。団地の室内に「ひかり養育園　ひのさ

と分園」を開設し、団地内における子育ての支援を実施している。

さとづくり48 ｜ 日の里団地再生プロジェクト (stzkr.com)

3 （複数自治体） 株式会社タメニ―

企業主導型保

育施設「めば

え保育ルー

ム」

法人連携

（多角化）

新築一棟マンションによる不動産投資支援事業を展開する株式会社フェイス

ネットワークが建設したマンションに保育ルームを開園。元々は結婚相談サー

ビス設計を実施していたが、よりよい結婚を支援するために協業を開始。

企業主導型保育施設「めばえ保育ルーム」好事例として保育施

設設置企業 見学会先へ決定｜タメニー株式会社のプレスリ

リース (prtimes.jp)

4 兵庫県神戸市 神戸電鉄
谷上保育園

等

法人連携

（多角化）

神戸電鉄は鉄道事業を営む企業であるが、生活・サービスに関連する事業とし

て認可保育園・学童保育所を展開している。異なる分野の民間事業者が保育

サービスに進出している事例として参考にすることが可能か。

神戸電鉄／スイミングスクール・リラクセーション事業　保育園事業 (shintetsu.co.jp)

5 愛知県名古屋市
名古屋鉄道株式会

社

めいてつ保育

ステーション

ぽっぽ園

法人連携

（多角化）

働く子育て世帯をサポートするため「アフタースクール事業」と「小規模保育

事業」を展開。同事業を通じて住みやすい沿線・地域づくりを推進。
株式会社名鉄スマイルプラス｜働く子育て世帯をサポート (meitetsu-sp.co.jp)

6 鹿児島県大島郡
社会福祉法人ハレ

ルヤ福祉会

ハレルヤこど

も園

法人連携

（多角化）

鹿児島県大島郡の当法人は認定こども園を運営するとともに、子育て支援セン

ターや放課後児童クラブを併設する児童福祉センターを運営する等地域の保育

ニーズを包括的に受け入れている。また、卒園後も子どもたちは、児童福祉セ

ンターや放課後児童クラブを通じて、卒園後もボランティアとして活動に参加

するなど、同法人とのつながりが途切れない関係性が築かれている。その他、

地域の主要産業である農業を行う農業法人としての機能も有する。

ハレルヤこども園 (yoron-hallelujah.com)

7 岩手県奥州市
社会福祉法人 奥州

いさわ会
ー

法人連携

（多角化）

当法人は、地域の全世代に対する福祉の実現を目指し、異なる事業（保育・障

がい・高齢）を経営する３つの法人の合併で誕生。合併後初の大事業として取

組んでいるのが、合併以前から老朽化が課題となっていた保育園の改築による

「認定こども園」の整備。整備にあたっては、公私連携のもと、既存の子育て

全国社会福祉法人経営者協議会　保育事業経営

委員会「保育事業経営法人向け 事業展開指針・

事例集」vol.1.0（令和5年3月）

8 栃木県大田原市
社会福祉法人 あい

のかわ福祉会
ー

法人連携

（多角化）

障がい福祉事業を運営する姉妹法人の建物敷地内で小規模保育所と学童クラブ

を運営している。事業間で生じた縦割りに対して連携を促すマネジメントを行

いながら、姉妹法人の障がい福祉事業と連携して、子ども食堂などさらなる多

角化・多機能化が図られている。

就労支援Ｂ型事業所として実施しているカフェは、カフェそのものの利用の

ほか、学童保育の子どもがパンをおやつとして購入したり、園の保護者が降園

時に購入して帰るなど講評かつ安定的な運営につながっている。子どもたちは

障害を持った人を特別と思わず自然に接することができるようになっている。

全国社会福祉法人経営者協議会　保育事業経営

委員会「保育事業経営法人向け 事業展開指針・

事例集」vol.1.0（令和5年3月）

9 大阪府摂津市
社会福祉法人 桃林

会
ー

法人連携

（多角化）

保育所から認定こども園移行に始まり、障がい児支援や学童保育に事業拡張。

地元の民間企業や大学とも協働。職員間で共有されている「アソビコミ」とい

う教育・保育方針のもと、今後は、「こどもの幸福づくり」に向けて、子ども

の居場所づくりに関する事業や、市内で未整備となっている児童養護施設の整

備、母子家庭支援の推進を目指している。子育て支援と共生型障がい者支援な

どを総合化した複合福祉拠点として「ランドリーカフェあそびそら」を開設

し、直近では小児クリニックを開設するとともに、病児保育や医療型障がい児

通所支援、小児訪問看護･リハビリに取り組む予定。

全国社会福祉法人経営者協議会　保育事業経営

委員会「保育事業経営法人向け 事業展開指針・

事例集」vol.1.0（令和5年3月）

10 青森県深浦町 青森県社会福祉法人経営者協議会ー
法人連携

（多角化）

人口減少地域である深浦町では、保育・子育て機能の維持が、地域社会の維持

に直結する課題になっている。複数種別で構成された連絡協議会（町社協主

催）が発展し、発足された深浦町ネットワーク会議にて、高齢・保育・障害の

16法人がひと・もの・情報をゆるやかに提供しあう、義務を伴わず、困ってい

る事業所に対して、できる範囲の支援を法人間で相互的に行うことを目指す

「ゆるやか協定」が締結された。協定に基づき連携・協働が模索されている。

全国社会福祉法人経営者協議会　保育事業経営

委員会「保育事業経営法人向け 事業展開指針・

事例集」vol.1.0（令和5年3月）

ロングリストのイメージ
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２．ショートリスト対象先への予備ヒアリング 

 以下ヒアリング項目を作成し、項目に沿ってショートリスト先の園にヒアリングを実施

した。 

 

 

３．研究会でのヒアリング対象の抽出 

ヒアリング結果を園ごとにとりまとめたものを委員に提示し評価いただき、委員の評価

を取りまとめ、ヒアリング対象 6 園を決定した。 

取りまとめ表のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

法人名 施設名 所在地 A
委員

B
委員

C
委員

D
委員

E
委員

F
委員

G
委員

H
委員

I
委員

合計

○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 9

○ 〇 ○ 3

〇 〇 2

○ 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 7

（プレヒアリング先の施設の情報）
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ヒアリング対象 6 園の選定理由は以下のとおりである。6 園に対し、事務局より第 2 回

～第４回研究会にてプレゼンを依頼した。 

法人名 園名・取組名 選定理由 

基山モール商

店街協同組

合、ちびはる

保育園 

基山モール商

店街、ちびは

る保育園 

商店街との日ごろからの交流は特徴的であり、商店街

の活性化に保育所が寄与している。また、その取り組

みへの地域や自治体からの協力もあり、商店街等の地

域を園庭としてとらえる環境づくりが行われている点

が調査研究の趣旨に合う。 

株式会社

CNC 

地域まるごと

子育て“縁” 

保育機能としては経験も浅く恐らく弱い部分があると

想定されるものの、地域の繋がりを構築するコミュニ

ティナースという新規性の高い考え方を元とし、地域

づくりや地域での子育て支援体制の構築を仕掛け・実

際に構築できている実績を複数有している。また、地

方型や都市型のコミュニティナースモデルもあり汎用

性も高く、さらには地域による自立を目指しているこ

とも評価できる。 

社会福祉法人

ハレルヤ福祉

会 

ハレルヤこど

も園 

こどもにとっての育ちを意識しており、「ほんもの」を

重視。農園のほか、子育て支援センターや放課後児童

クラブを併設する児童福祉センターを運営。地域づく

りの視点に立ち、地域に必要と思うものを制度に先だ

って拡充してきた実績を有する。 

NPO 法人も

あなキッズ自

然楽校 

もあな・こび

とのこや 

遊休資産（大磯郵便局）を地元の資材等を用いリノベ

ーション、コワーキングスペースとの連携、地域交流

の輪をいかし地域ぐるみでの子育て支援が実現してい

る。人材確保も成功。また、これらの背景として地域

づくり視点でのあるべき姿を法人が描き自治体と共有

したうえで取り組みを進めている点は評価できる。 

社会福祉法人 

愛川舜寿会 

カミヤト凸凹

保育園 

園舎内に障害児通所支援事業があり、すべてのこども

がともに活動する。共生型。こども達や保育者の主体

性を尊重し、主体性からくる取り組みを実践する。ま

た、園の成り立ちとして「過疎化が進む地域にこそ、

こどもの存在が必要ではないか」との考えから一番高

齢化が高い地域での取り組みを進められている点も本

検討の趣旨に合った内容となる。 

社会福祉法人 

清朗会 

せせらぎ保育

園 

学生や妊娠中の人から卒園後の子まで「気軽に来て、

いられる」場づくりを目指す保育所併設のフリースペ
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ース/カフェがある。この施設をきっかけとした入園希

望者も多く、保育本業とのシナジーが強い。また、こ

の併設施設参加者が身近な課題解決に向けた議論や実

際の取組を行っており、将来的な地域づくりへの取り

組み可能性を有する。 
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第４章 研究会の実施 

１．第２回研究会 

「１０年後の子ども・子育て支援の在り方を考える研究会」の第２回研究会概要は以下の通

り。 

（１）議事次第等 

〇 開催日時： 

 令和６年１月 23 日（火） 10:00～12:00 

 

〇 開催場所：こども家庭庁支援局第一会議室 

（東京都千代田区霞が関 3-2-5 霞が関ビルディング 20 階） 

 

〇 研究会委員プロフィールと出席状況： 

No. 委員名 所属 出席状況 

1 池本 美香 株式会社日本総合研究所 出席 

2 奥山 千鶴子 認定 NPO 法人びーのびーの 理事長 出席 

3 柿沼 平太郎 学校法人柿沼学園 理事長 出席 

4 柴田 悠 京都大学総合人間学部 准教授 欠席 

5 鈴木 眞廣 社会福祉法人わこう村 理事長 出席 

6 野澤 祥子 東京大学 Cedep 准教授 欠席 

7 松本 理寿輝 まちの保育園・こども園 代表 欠席 

8 後藤 真一郎 全国社会福祉協議会・出版部 出席 

9 吉田 正幸【座長】 株式会社保育システム研究所 代表 出席 

 

〇 議事次第： 

１．開会 

２．議事 

（１）第２回研究会での議論の振り返り  

（２）先駆的取組実施者プレゼン  

（３）ディスカッション  

（４）その他 

３．閉会 
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（２）先駆的取組実施者プレゼン１（基山モール商店街組合（ちびはる保育園基山園）） 

 基山モール商店街組合（ちびはる保育園基山園）より、資料に沿ってプレゼンテーシ

ョンをご実施いただいた。プレゼンテーションの実施内容は以下のとおり。 

 

＜商店街の概要＞ 

〇 商店街の中にある保育園。エリアとして保育機能を担うことにで様々なシナジーを創

出。商店街側の「持続可能なまちづくり」構想と、町側の商店街の空き店舗を活用し保育

園を設置する構想から、商店街の中に保育園が移転してきた。 

○ 基山モール商店街は、家族のような温かさを持った駅前商店街として長年親しまれてお

り、飲食店、美容室など 20 店舗が活躍中。駅から１分の好立地ということで、若手の

参入も新しくできているということが特徴。 

〇 再開発によって、昭和 57 年に整備された商店街。ほかの商店街と一緒でシャッター商

店街というものになりまして、2015 年、2016 年ぐらいに危機感を覚えて、大型ショッピ

ングセンターにはやっぱりかなわない、何もしなくても人が集まる仕組みをつくろうと

いうことで、「補助金に頼らない、持続可能なまちづくり」ということを題材にして考え

始めた時期だった。そういった中で、ちびはる保育園が開園する１年ほど前、交流の場と

なる街中公民館というものをつくった。商店街の中に設置して、サークル活動とか無料の

休憩所とか、小学校の絵画とか地域住民の写真展とか、設置するような街中公民館をつく

り始めた。 

 そういうときに、町のこども課というものが中心となって、商店街の空き店舗を活用して

保育園を設置しようじゃないかという構想が生まれた。もともとほかの場所にあったち

びはる保育園が移転してきた。そういったところで保育園と商店街の共同の取組が始ま

った。 

 

＜保育園の概要＞ 

〇 20 年ぐらい前にこの基山町でただの認可外保育園を開園していたが、認可外だけでは

なかなか運営が厳しいところに、平成 27 年頃に子ども・子育て支援法案が始まりまして、

０・１・２（歳児）の小規模保育施設をつくらないかという動きがあった。当時の副町長、

現在の町長から声をかけていただいて、商店街の活性化ということで小規模保育施設と

して入ってもらって、商店街をにぎわわせてくれないかというご提案をいただいた。保育

園をつくるときの補助金とはまた別の経済産業省の補助金で商店街の中に小規模保育施

設をつくらせてもらった。町長の思惑と私のつくりたいという思惑とが合致して、つくる

ことになった。 

〇 保育園をつくるときに一番気にしなければいけないことは、近隣住民からのクレーム

で、そこをすごく気にしていたが、基山モール商店街の中につくるときには、商店街の皆

さんがとてもウエルカムで迎えていただいた。 
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＜地域づくりへの貢献＞ 

○ ちびはる保育園限定の商店街のお得マップというものを作成したり、ちびはる特製の

カレンダー、こどもたちがクレヨンでかわいらしい絵を描いた絵がプリントされている

特製のカレンダーを商店街の各店舗に配布したり、保育園からの積極的な活動を基山モ

ール商店街にした。そのお返しに商店街からは買い物特典のカードをプレゼントすると

か、そういったものでちびはる保育園さんを拠点として、モール商店街で積極的なお互い

の交流が行われている。 

○ 町の中心市街地活性化事業で、商店街の歩行者専用道路（グリーンロード）をつくった。

交流の場となっている。 

 

＜取組による変化＞ 

○ 商店街の歩行者天国「グリーンロード」の一部が、こどもたちの遊ぶ場所として利用さ

れている。こどもたちを商店街の人々が見守り、支えるとともに商店街と保護者との新た

な交流も生まれている。商店街に活気が出て、商店街の空き店舗減少にもつながってい

る。こどもたちを商店街の人たちが見守ったり支えたりするとともに、商店街とこどもた

ちの保護者との交流も生まれてきており、商店街にとっても精神的な面でプラスになっ

ている 

〇 夏祭りにはこども用の山車（だし）をちびはる保育園の園児に担いでもらったりするこ

とで、数十年続いている地域の祭り、文化、そういったものの体験をしていただいて、継

承につなげていくとか、地域のおじいちゃん、おばあちゃんとかとの交流も図っている。

夏祭りの山車の参加人数を見てみると、基山モール商店街の参加数が群を抜いて多くな

っており、こういった活動がこどもたちと商店街の取組の成果ということを感じている。 

 

 

 

なお、プレゼンテーションの際にご説明いただいた資料は以下のとおり（一部抜粋）。 
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21 

 

（３）先駆的取組実施者プレゼン２（株式会社 CNC 地球まるごと子育て縁） 

 株式会社 CNC 地球まるごと子育て縁より、資料に沿ってプレゼンテーションをご実

施いただいた。プレゼンテーションの実施内容は以下のとおり。 

 

＜企業概要＞ 

〇 2017 年から島根県雲南市に本社を構えて、事業に取り組んでいる会社。コミュニティ

ナースというものの社会実装に取り組んでいる。住民さんの生活の動線上にナーシング

のようなかかわり方、目の前の人の健康を気遣うような声かけだったり、おせっかいがで

きる人だったり、その行為のことをコミュニティナース、コミュニティナーシングと呼ん

でいます。そういうコミュニティナーシングなかかわりができる人をふやすということ

や、そういうかかわりがこれからもずっと続いていくように持続可能なモデルを開発す

るという事業開発だったり、このことについて取り組んでいる。 

〇 取り組む社会課題としては、孤立・孤独・分断の解消。孤立・孤独・分断を解消してい

くことによって、皆さんの健康寿命が延びていったり、誰もが生き生きと過ごしていける

ということだったり、そういう社会を実現することにつながると考えて、ここに取り組ん

でいる。行政の制度に頼らずとも、サービスに頼らずとも、住民さん自身でみんなで一緒

に幸せになっていく、健康になっていくということが実現していける。そう考えて、コミ

ュニティナースをふやすことで相互扶助の社会をつくり出すというところに取り組んで

いる。 

 

＜地域まるごと子育て縁の概要＞ 

〇 子育て世代を対象に何か事業モデルとして構築できないかということで、地域まるご

と子育て縁というものが始まっている。 

〇 「えん」とついているので保育園かと思われがちだが、保育園ではない。こどもが親と

離れて遊びに来ることもあるので、認可外保育の設置届け出はしているんですけれども、

たてつけとしては多世代の地域交流の拠点。なので、公民館のような位置づけでこの建物

は運営している。 

〇 雲南市の中に食の杜という複合施設があり、農ある暮らしを発信する拠点として、自然

とともに生きることを大切にしているような事業者さんたちがみんなで集まって、こう

いう敷地を運営している。その中の、かわらぶきの家の、こどもの拠点というところにあ

る。 

 

＜事業の視点＞ 

〇 目指したいビジョンとしては、現状の子育ての在り方は制約がふえるところがあると

思うが、そういう制約から解放されて、こどもがいるから私はこういう新しい世界にも出

会っていけるんだという、開いていくようなことができるといいなと考えている。新しい
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親さんとのコミュニティができたとか、地域のいろいろな人と出会っていけたとか、新し

い趣味ができたとか、そういう人生における選択の幅が広がるみたいな、そういうものに

子育てを進化させていきたい。 

〇 この事業での提供価値は、やはり地域みんなで子育てをしていくという、支え合う共助

のネットワーク（コミュニティ）の創出。自分たちの会社が提供できる価値は、人をつな

いで、その人が本当に願っていることを実現していく、そういう共助ネットワークにいろ

いろな人を引き入れていくというところだと思っているので、そういうことを子育て世

代に対してもやっていけたらと考えている。 

○ こどもが１人で遊びに来るという、いわゆる一般的な一時預かりみたいなこともしてい

るし、親子で遊びに来ることができるようなイベントの企画・運営もしたりしている。 

〇 事業の現場スタッフにはモンテッソーリ教育の国際資格を持っているメンバーもいま

すので、その教育を受けられるように、預かりだったり、イベントの内容を設計していた

り、周囲には豊かな自然があるので、そこで思いっきり遊ぶみたいなこともやっている。 

 

＜地域とのつながり＞ 

〇 上記のような取り組みをする中で、地域の人が、自分が持っている子育てのノウハウを

誰かに生かしたいという方だったり、こどもと遊ぶことが自分の生きがいだから、一緒に

過ごせるのが楽しいよと言っていただいたり。そういう皆さんとこども、親子がかかわっ

ていただくことで、こども自身には社交性を身につけていただいたり、親さんにはいざと

なったときに頼れる先として、私たち以外にも地域にいろいろな人たち、頼り先がいると

いう状態をつくっている。 

〇 食の杜の中の事業者さんに職場体験に行ったり、自分たちで土をさわってみる経験を

したり、その地域に根差す伝統芸能に触れるイベントをやったり、こどもも楽しめるし、

親さんも楽しめるみたいなところを大事に、こういう地域多世代交流事業みたいなこと

をしている。食の杜の事業者さんとこどもたちが定期的にかかわれるような機会を、子育

て縁では意図的につくっている。 

〇 我々が「話しかけな」とか、地域の方に「積極的にかかわってください」みたいなアレ

ンジは一切していなくて、接点さえ設けてあげると、お互いに気になる存在でもあるので

コミュニケーションがふえてくるというのが、我々としてもこの２年ぐらいの事業の中

で見えてきている。 

〇 休眠預金等活用事業の助成金を使って事業の立ち上げに取り組んできたが今年度でそ

れが終了するため、事業の運転資金の確保に今取り組んでいるところ。こどもさんが１人

で来るみたいなところでは預かりという形で利用費、利用料を取らせていただいていま

すし、親子参加の場合は、親さんが見てくださるのでスタッフのリソースが減るという考

え方から、もうちょっと減額して利用料をいただいている。 

○ 雲南市は今、待機児童がゼロなので、保育園に入れなくて困っている人たちが多いとい
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うよりは、平日は保育園に行けているんだけど、土日に遊びに行く先がないとか、土日

はいつも親子でショッピングセンターに行くみたいな過ごし方しか選択肢がないみた

いなことだったり、そういうことが多いので、毎週金土日に拠点を開放して、親子参加

のプログラムを中心に実施している。 

 

 

  



24 

 

なお、プレゼンテーションの際にご説明いただいた資料は以下のとおり（一部抜粋） 

※令和６年１月２３日時点。 
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（４）第 2 回研究会 振り返りと気づき ～ディスカッション～ 

 第２回研究会における委員ディスカッションの中で以下のような指摘が挙げられた。

※逐語議事録からの抜粋 
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２．第３回研究会 

「１０年後の子ども・子育て支援の在り方を考える研究会」の第３回研究会概要は以下の通

り。 

 

（１）議事次第等 

〇 開催日時： 

 令和６年 2 月 15 日（木） 10:00～12:00 

 

〇 開催場所：こども家庭庁成育局第一会議室 

（東京都千代田区霞が関 3-2-5 霞が関ビルディング 21 階） 

 

〇 研究会委員プロフィールと出席状況： 

No. 委員名 所属 出席状況 

1 池本 美香 株式会社日本総合研究所 出席 

2 奥山 千鶴子 認定 NPO 法人びーのびーの 理事長 出席 

3 柿沼 平太郎 学校法人柿沼学園 理事長 出席（オンライン） 

4 柴田 悠 京都大学総合人間学部 准教授 出席（オンライン） 

5 鈴木 眞廣 社会福祉法人わこう村 理事長 出席 

6 野澤 祥子 東京大学 Cedep 准教授 出席（オンライン） 

7 松本 理寿輝 まちの保育園・こども園 代表 出席（オンライン） 

8 後藤 真一郎 全国社会福祉協議会・出版部 出席 

9 吉田 正幸【座長】 株式会社保育システム研究所 代表 出席 

 

〇 議事次第： 

１．開会 

 

２．議事 

（１）第２回研究会での議論の振り返り  

（２）先駆的取組実施者プレゼン  

（３）ディスカッション  

（４）その他 

 

３．閉会 
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（２）先駆的取組実施者プレゼン１（社会福祉法人ハレルヤ福祉会ハレルヤこども園） 

 社会福祉法人ハレルヤ福祉会ハレルヤこども園より、資料に沿ってプレゼンテーショ

ンをご実施いただいた。プレゼンテーションの実施内容は以下のとおり。 

 

＜園の概要＞ 

〇 園は昭和 54 年に認可を受けて 55 年の４月から始めた。（60 名規模でスタートすると

いうことで認可を受けたものの、民間に対するアレルギー、またキリスト教への理解不足

により当初 18 名しか集まらず、2 才児と 1 才児を募集することでやっと 45 名に達し、

始めることができた。） 

〇 絶えず根底にあるのは、町立ができないことを私たちがやるということ。当時あった町

立の三つの幼稚園がこども園にしたけれども潰れた際、「潰すなら私が幼稚園をします」

と申し出た。社会福祉法人で幼稚園がつくれる最後の年に幼稚園をつくった。鹿児島県か

らも最初で最後の事例として応援を受けた。教育と養護というのは言葉では一つではあ

るものの、職員の意識は伴っていない。それであればと幼保連携型を選んだ。 

〇 当時はまだ特別保育事業というものはなく、延長保育や日曜保育、病児も障害児もなか

ったが、実際にはニーズがあり、役場では門前払いでも民間であれば受け入れてもらえる

かもしれない、と個人で頼みにくる方々がいた。県の監査をうまくかわしながらそれらの

要望を全て受け入れ、制度化された頃には全て導入済という状況だった。 

〇 設立当初より、教会も園も農園も、絶えず与論の産業にリンクした形でやっていきたい

という思いがあり、理事として一緒にやってきたパナウル診療所の前院長先生とも、島お

こし、村おこしといった島の発展につながることを念頭に入れ活動してきた。 

 

＜園の取組＞ 

〇 今現在、様々な保育環境を整備し、どこにもない環境でこども達に生活してもらおう、

都会との教育格差をなくそうと保育の多機能化をはかっている。（特別保育事業、子育て

支援センター、心理相談、出前保育、プレイパーク等） 

〇 祖先から受け継いだ土地を活用し、様々な形で四つのゾーンに分けた園庭づくりを行

っている。こどもたちの体験と遊び場として、有機農園も併設。一番大切にしているのは、

こども未来農園。農業というのはいろんな可能性がある。SDGs、国際的な環境問題等、

アグロエコロジーという概念で深めていきたい。 

〇 国際化を意識し、教会メンバーでギリシャ村を設立。ギリシャの大使やギリシャ関係者

の訪問を何度か受け、礼法、お茶等のおもてなしをする等交流してきた。またメグミスク

ール（ケニア・マサイ）の教員との交流も継続して行っている。 

〇 与論島は博物館や美術館等の文化に触れる機会は小学校の修学旅行まで全くない。で

きるだけ本物に触れる体験をしてもらうため、様々な方に寄付頂きながらアートの部屋

確立に向け活動している。（縄文焼きモニュメント、写真家和田先生のコレクションルー
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ム、日本画家芝康弘先生に、こどもたちと一緒に旧庭園にあったシンボルツリーを描いて

もらう等） 

〇 保育士の十分な獲得が得られないという課題をクリアするため、男子寮、女子寮、職員

住宅、さらに診療所も協力事業所として導入。  

 

＜地域とのつながり＞ 

〇 これまで園が取り組んできた特色のある主な活動としては、「こども一人一人を大切に

し、島のこどもたちとずっとつながっていきたい」という思いから、運動会等様々なイベ

ントに小中学校ぐらいまでの卒園生必ず全員に招待状を出し、地域のこどもたちと合同

で活動してきたこと。40 年以上たった現在も、何か記念の時には招待状を出している。 

〇 歌の指導、凧づくり、空手の指導など地域資源（人）との様々な取組もおこなっている。

またこどもたちの発案により保護者共同で制作したツリーハウスは、地域の方とのコミ

ュニケーションの場ともなった。 

 

＜今後の取組＞ 

〇 これまでも、ギリシャ村でのピザ窯体験等行ってきたが、今後「ヨロン島まるごと園庭

プロジェクト」として、地域の宝である「ひと・もの・こと」を最大限に生かした活動を

していきたい。 
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なお、プレゼンテーションの際にご説明いただいた資料は以下のとおり（一部抜粋）。 
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（３）先駆的取組実施者プレゼン２（NPO 法人もあなキッズ自然楽校／大磯・もあなこ

びとのこや） 

 NPO 法人もあなキッズ自然楽校より、資料に沿ってプレゼンテーションをご実施い

ただいた。プレゼンテーションの実施内容は以下のとおり。 

 

＜企業概要＞ 

〇 2009 年から保育事業を始め、認可外３歳児７人からスタート。現在は六つの保育園が

ある。（認可外、認可、認証、認可小規模そして企業主導型ということで五つの形態と、

放課後児童クラブを運営している。） 

〇 全くお金がないところからスタートしたため、おおむねの園はビルインの保育園。その

ため園庭はないが、地域の自然環境や文化的な環境、地域丸ごと全てを保育に活用すると

いうことをやってきた。 

〇 NPO のミッションとして持続可能な社会づくりということを入れ込んでおり、保育事

業においてもオーガニックの給食導入、地産の木材を使う等、15 年前からそのような活

動を継続してきた。10 年先、またそれ以上先の保育の事業を考えたときに、全国の保育

園、こども園が同様のことを考えていく必要があるということを啓蒙している。 

 

＜大磯・もあなこびとのこや概要＞ 

〇 人口３万人の町である大磯町は、海だけでなく大磯丘陵という山がある等、とても自然

に恵まれた場所。2015 年にご縁があり、ここであれば横浜以外の場所でやるに値すると

考えた。 

〇 保育所設立前に町長や副町長にプレゼンをおこなった際、当初、大磯には子育てひろば

や助産院等がなかったため、我々は単に保育がやりたくて大磯にきたのではなく、大磯の

まちが「子育てでこどもたちが豊かに育つ」ということ、また「まちの人たちも含めて全

員が豊かに暮らしをする」ということを目的としている。まち全体のことを考えている事

業者であるということを文字ではなく、1 枚のビジュアルであらわし提案した。森や港な

ど、地域や自然をフル活用することが大事だろうということで、こういった絵を描いた。 

〇 地域とのつながり、地域に根差す保育園ということを大事にしてここまでやってきた

おかげで、2020 年ぐらいに日本郵政より大磯郵便局（遊休資産）のあいているスペース

を使わないかと相談を受け、保育所をそれまでのビルの一角から現在の場所に移転する

ことになった。郵便局の倉庫として使用されていた場所をリノベーションしたため、経費

として数百万単位でできた事業。またその際、解体され保存されていた旧三井邸の高級建

築部材をまちの遺産として使って欲しいとお声がけいただき、無償で部材提供いただい

た。 
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〇 2020 年、ちょうどコロナ禍でもあり、自宅でお仕事をされる方やコワーキング利用者

も非常にふえていた時代。アフターコロナの働き方改革ということで、コワーキング、シ

ェアオフィスを使っていくという人たちが多くなってたこともあり、別事業者（まちのプ

レーヤー）に保育園と一緒の建物にコワーキング（スペース）を立ち上げてもらった。子

育て中の人が徒歩 10 秒で保育園に預けて隣のコワーキングで仕事ができるとなると、例

えば大磯町から丸の内に仕事に行く場合片道約２時間かかるところが、その往復４時間

の時間を削ることができるようになる。その時間を例えば家族の時間とか子育ての時間

とか、こどもとたくさん遊ぶ時間に使ってもらえる。大磯は自然等、環境としてはすばら

しいものを持っており、そういったことも可能である。私たちはただ保育園をつくるとい

うことではなく、保育所がどういうふうにまちと一緒に機能していくかということを、か

なり丁寧に考えてきた。 

 

＜地域・自然とのかかわり＞ 

〇 大磯町には森もあり港がある。また古いまちなので小さな商店街がたくさんある。園庭

がない分、園から海まで毎日散歩に出かける。その間まちをお散歩することになるが、新

参の保育園であってもこどもたちを媒介して、漁師のおじいちゃん、商店街のおばあちゃ

ん等と非常によいコミュニケーションが生まれるようになっていった。 
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なお、プレゼンテーションの際にご説明いただいた資料は以下のとおり（一部抜粋）。 
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（４）第 3 回研究会の振り返りと気づき ～ディスカッション～ 

 第３回研究会における委員ディスカッションの中で以下のような指摘が挙げられた。 

※逐語議事録からの抜粋 
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３．第４回研究会 

「１０年後の子ども・子育て支援の在り方を考える研究会」の第４回研究会概要は以下の通

り。 

 

（１）議事次第等 

〇 開催日時： 

 令和６年 2 月 21 日（火） 10:00～12:00 

 

〇 開催場所：こども家庭庁支援局第一会議室 

（東京都千代田区霞が関 3-2-5 霞が関ビルディング 20 階） 

 

〇 研究会委員プロフィールと出席状況： 

No. 委員名 所属 出席状況 

1 池本 美香 株式会社日本総合研究所 出席 

2 奥山 千鶴子 認定 NPO 法人びーのびーの 理事長 出席 

3 柿沼 平太郎 学校法人柿沼学園 理事長 出席（オンライン） 

4 柴田 悠 京都大学総合人間学部 准教授 出席（オンライン） 

5 鈴木 眞廣 社会福祉法人わこう村 理事長 出席 

6 野澤 祥子 東京大学 Cedep 准教授 欠席 

7 松本 理寿輝 まちの保育園・こども園 代表 出席（オンライン） 

8 後藤 真一郎 全国社会福祉協議会・出版部 出席 

9 吉田 正幸【座長】 株式会社保育システム研究所 代表 出席（オンライン） 

 

〇 議事次第： 

１．開会 

 

２．議事 

（１）検討のおさらい  

（２）先駆的取組実施者プレゼン  

（３）ディスカッション  

（４）その他 

 

３．閉会 
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（２）先駆的取組実施者プレゼン１（社会福祉法人愛川舜寿会カミヤト凸凹保育園） 

 社会福祉法人愛川舜寿会カミヤト凸凹保育園より、資料に沿ってプレゼンテーション

をご実施いただいた。プレゼンテーションの実施内容は以下のとおり。 

 

＜カミヤト凸凹保育園の概要＞ 

〇 凸凹保育園は開園５年目のまだ新しい園。園の理念は共生・寛容・自律の３点。共生は

多様性を認め合う、寛容は許し、受け入れる、自律は個を尊重する。そして、法人ビジョ

ンは、地域の人とケアを中心としたコミュニティを再構築し、「社会をやさしくする」こ

と。 

〇 社会的に高齢化が進む中、過疎化が進む地域にこそこどもの存在が必要であり、散歩で

こどもの声が聞こえたら高齢者含め地域の方々も嬉しい、またこどもを広々とした開放

的な環境で育てたいという思いのもと、社会変革していく意味も込め、この地に保育園を

設立した。 

〇 同じ建物内に児童発達支援と放課後等デイサービスの入ったカミヤト凸凹文化教室が

あり、０歳から 18 歳までの児童が通っている。 

〇 日々の保育は年齢別保育の編成ではあるが、実情はどの年齢のこどももどこに行って

過ごしてもよく、１日中好きなところで好きな人と好きな遊びを続けられる場になって

いる。（年上の子がさりげなく年下の子を気遣い、助けてくれる場面は日常たくさん見ら

れ、自分より年下の子には思わず笑顔があふれる、ついつい触れたくなる、自然に優しさ

が育つ等、優しくして喜ばれることで自分自身の存在も醸成していける力が育っていく

ことにつながっている。） 

 

＜実際の保育現場の様子＞ 

〇 同年齢の中でもちょっと息苦しくなるときは、誰でもある。そのような時に小さい子た

ちと過ごして、赤ちゃんに慕われ、笑顔に癒やされ元気を取り戻すのは、大人だけではな

く、こどもも一緒。１歳児の子が０歳児に食べさせて、寝かしつけている場面、５歳児の

女の子はミルクをつくることができたり、寝かしつけももうプロ並みであったり、散歩に

行くときなどスタッフの一員のようで、職員並みの働きぶり等、このような場面を日常、

毎日普通に見られている。 

〇 お散歩は行きたい子が行きたいところに行く散歩。クラスをまたいでいろいろな年齢

のこどもたちが一緒に行くことができる。乳児であっても幼児であっても、クラス全員で

必ず行くよということはなく、そのときのその子の意思を尊重する。まだこの遊びを続け

たいから散歩に行かない、年長だけど０歳や１歳の散歩に一緒に行きたい、なども日常で

ある。その中には文化教室利用のこどもたちも含まれている。そういう意思をあらわすと

いうことは各自が個々の意思を決定するということであって、「○○ちゃんが行くから行

く」など、いい意味で人に影響されないことでもある。今の自分の気持ちに忠実に生きて
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いるとも言える。 

〇 同じ法人内の違う事業所で就労支援お仕事をしている方に、週に３日ほど園にお掃除

に来てもらっている。お掃除をしながらこどもたちとつながって、一緒にお掃除したり、

一緒に給食食べようよと誘ったりという関係性が生まれている。就労支援で来ている方

たちのため、ほかで就労するのが少々難しい方たちではあるが、こどもたちのおかげです

ごくほぐれてきていると感じている。こどもたちのコミュニケーション能力も上がって

いる。 

 

＜やりたいことを実現できる環境＞ 

〇 年中の４歳と５歳の女の子たちがお祭りのときに着る浴衣を自分で縫いたいという発

想があり、その女の子たちと一緒に生地を選びに行き、無事に完成し、お祭りの日に着れ

たということがあった。（わからないところは大人も少し手伝ったりはしたが、あっとい

う間に自分たちですごく上手に縫えていてびっくりした。保護者の方々も、家で針を持た

せたことがない、お母さんが実は自分も全く不器用でこういうことはやったことがない、

などとてもびっくりしていた。） 

〇 「家族でぼうさいの丘公園というところに行ったんだけど、とてもいいところだったか

ら、みんなで行かない？」と年中の男の子が提案してくれ、それを遠足で実現するという

ことがあった。 

 

＜地域とのつながり＞ 

〇 ハロウィンの際、地域の方々にこちらからお菓子を先に持っていって（大人が）、これ

をこどもたちに配ってもらえますかとお願いしたところ、すごく派手な衣装を着たり、ウ

エルカムボードをつくってくれる等、地域の方が非常に協力的に参加してくれた。また、

お隣に１年前にできた高齢者施設の方にもご協力をお願いしたところ、利用されている

おじいちゃん、おばあちゃんたちがすごく喜んでくれ、こどもたちに折り紙でプレゼント

をつくってくれるなど、とてもいい連携ができた。暖かくなったら一緒にお散歩に行きま

しょうねというお誘いもしている。 

〇 稲刈りを見たり、お米を収穫して、それでおにぎりをつくったりすることもしている。

自分のおじいちゃん、おばあちゃんではない近所の方とこうやって語り合える場はすご

く貴重。また園の目の前の畑もお借りし、そこでサツマイモ掘りをしているが、普段は保

育園の中では同じ年齢のこどもたちとはなかなかスムーズにかかわれない男の子２人

が、いい笑顔で自然に触れ合えたり、畑の方と仲よく語り合えたりしている。 

  



68 

 

なお、プレゼンテーションの際にご説明いただいた資料は以下のとおり（一部抜粋）。 
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宝物
ハマっていること

名前 .

誕生日 .

星座 .

出身 .

血液型 .

テレビ 本・マンガ 動物
キャラクター

芸能人
スポーツ 色 食べ物

場所 音楽 アプリ
映画

３

【 】

1 .

2              .

3              .

わたしの宝物

最近ハマって

いること

休日は何をしている？

子どもの頃の将来の夢は？

今一番欲しいものは？

好きな給食のメニューは？
子どもの頃、

どんな子どもだった？

FREE
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（３）先駆的取組実施者プレゼン２（社会福祉法人清朗会 せせらぎ保育園/子育て支援

café  FOYER） 

 社会福祉法人清朗会 せせらぎ保育園/子育て支援 café  FOYER より、資料に沿って

プレゼンテーションをご実施いただいた。プレゼンテーションの実施内容は以下のとお

り。 

 

＜せせらぎ保育園の方針＞ 

〇 こどもを本当に尊重して、保護者に対しても、本当にこどものやりたいことをやりまし

ょう、お散歩も好きなところに好きなように行きましょうという方針。 

〇 こどもの環境として、教育も保育も社会も、不登校も不適切保育も、逆に自然保育や主

体性保育がトレンドであったりするのは、現在の、資本主義的な社会が結構限界にきてい

ることが理由だと考えている。現状、元気な子、話が聞ける子、勉強ができる子等をこど

もに求めてる感が非常に強く、こういったこども像にすごく疑問を感じている。こどもに

求めるのではなく、社会や地域、我々がそこをちゃんと担って考えていかなければならな

い。「尊重されている」、「愛されていると」感じることができる中でこどもを育み、大人

もこどもも元気に過ごせる場所、話を聞いてくれる場所、自分をちゃんと大切に生きられ

る場所を作ろうと考えている。 

〇 こどもまんなか社会になれるには、うちだけがやるのではなく、社会や地域全体で取り

組まなければ実現しない。すごく新しいことをせずとも、幼稚園も保育園も今すでに存在

しているし、こどもと、こどもにちゃんと愛を持ってる先生もいる。ただ概念みたいなも

のをもう一回ちゃんと再構築する必要がある。シンプルに、「こどもと関わること」、「こ

どもと何かを作ること」、「こどもがいる環境で過ごすこと」、「常にこどもがいる環境で日

常の営みを行うこと」。現状分断してしまっているこの４つのことをやればよい。あらゆ

る場所、企業、まち、全てのものがこどもというのをどれだけ理解して尊重できるかであ

り、新しい何かをつくる必要はないと考えている。 

 

＜大切にしていること＞ 

〇 「いま、したい！！」という気持ちを大切にしている。 

〇 「相手の気持ちわかるかな？」を大切にしている。 

〇 「自分がしたいこと、相手がしたいこと、どっちが大事なの？」を考える。 

 

＜地域とのつながり、今後について＞ 

〇 小学校との連携は課題がたくさん。保護者の方、園見学の方からも、小学校に上がって

からの不安の声をたくさん聞く。今後、小学校に対してもうちができることは手を出して

いこうと考えている。 
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〇  2023 年より、誰もが集える居場所を目指し、 園に隣接する場所に子育て支援

cafeFOYER（ホワイエ）を設置。清瀬市内のホールをお借りして上映会を実施する等の活

動をしている。これにより、地域の色々な方、埋もれている方とも繋がりができ、たくさ

んのことを学ばせてもらっている。またこれまでこどもだけの場所となっていた保育園

が、地域の場所の１つになる、すばらしい可能性を秘めている。 

〇 ホワイエを使った活動として、今年度から誰でもどうぞということで、夕方の時間の解

放を行っている。届け出は独自の公益事業のような形でやっているため補助金はいただ

いていないが、逆に言うとフットワークは軽くいろんなことを同時にできる。 

〇 ホワイエにほぼ毎日来ている不登校の２年生の子は、虫が本当に大好きなため標本づ

くりをしたり、焼き芋を焼いたり、園の子たちとお散歩行ったり給食食べたり自由にして

もらっている。こういったこどもたちや環境に対して今後どういうことができるかを考

がえている。（小中学生も視野に入れている。） 

〇 来年度から職員を増員したため、うちの卒園児にホワイエでやっているようなプロジ

ェクト型保育のような体験、体感ができる機会を作っていきたい。例えば今日はちょっと

小学校じゃなくてうちの活動をメインでやりたいという時期があったらそれをやる、と

いったことが実現するのが夢。それがゆくゆく小学校の活動的にもみなされるようにな

ればいいなと考えている。 
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なお、プレゼンテーションの際にご説明いただいた資料は以下のとおり（一部抜粋）。 
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（４）第 4 回研究会 振り返りと気づき ～ディスカッション～ 

 第４回研究会における委員ディスカッションの中で以下のような指摘が挙げられた。 

※逐語議事録からの抜粋 
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４．第５回研究会 

「１０年後の子ども・子育て支援の在り方を考える研究会」の第５回研究会概要は以下の通

り。 

 

（１）議事次第等 

〇 開催日時： 

 令和６年３月 18 日（月） 10:00～12:00 

 

〇 開催場所：こども家庭庁成育局第一会議室 

（東京都千代田区霞が関 3-2-5 霞が関ビルディング 21 階） 

 

〇 研究会委員プロフィールと出席状況： 

No. 委員名 所属 出席状況 

1 池本 美香 株式会社日本総合研究所 出席 

2 奥山 千鶴子 認定 NPO 法人びーのびーの 理事長 出席 

3 柿沼 平太郎 学校法人柿沼学園 理事長 出席（オンライン） 

4 柴田 悠 京都大学総合人間学部 准教授 出席（オンライン） 

5 鈴木 眞廣 社会福祉法人わこう村 理事長 出席 

6 野澤 祥子 東京大学 Cedep 准教授 出席（オンライン） 

7 松本 理寿輝 まちの保育園・こども園 代表 出席（オンライン） 

8 後藤 真一郎 全国社会福祉協議会・出版部 出席 

9 吉田 正幸【座長】 株式会社保育システム研究所 代表 出席 

 

〇 議事次第： 

１．開会 

 

２．議事 

（１）前回までの振り返り ※事務局説明  

（２）ディスカッション 

３．閉会 

 

（２）第５回研究会 ディスカッション 

 第５回研究会における委員ディスカッションの中で以下のような指摘が挙げられた。 

※逐語議事録からの抜粋 
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〇 事務局提示資料は良くまとまっている。ベースとして取り組みを進めるべき事項の中

に、職員の処遇・配置改善にも言及していただきたい。前回の事例で充実した取り組み

を行っている園に、質問をしたところ、配置を実現している背景に東京都当の補助金を

活用しているという回答があった。また、「働き方」についても重要。地域全体の働き

方改善、もベースの事項として追加いただきたい。 

〇 実態が伴わなければ改善できないという危機感がある。私は 10 年後という言葉に魅

力を感じている。来年、ではなく 10 年かけてコツコツ積み上げていけば実現できる、

点に重要性を感じる。 

〇 事例に、こどもが少なく、高齢者が多く、駅からも遠い地域にあえて保育園をつくっ

たとの話があった。思い切って高齢者の予算を使ってもよいのではないかとかんじた。

10 年後というキーワードも重要でありつつ、今すぐにやらなければならないことでもあ

る。これを首長にどう伝えていくかを考える必要がある。こども計画もさることなが

ら、地域福祉計画がある。変えるまでは至らないとしても、こどもの力、保育園の力を

意識してもらうことが良いのではないか。 

〇 地域の中にさまざまな機能を持つ人がいて、有機的なつながりを作っていく、とい

う。鳥の目で地域を見て、保育園、地域子育て支援が果たす機能は地域によって異なっ

てよいと感じた。 

〇 これからは保護者が選べるといいなと思う。移動できる環境になってきて、定住と移

住があり、良い意味での活性化、こどもにもよい影響を与え、地域の活性化にもつなが

る。地域づくりの目線の書き方、生業ができるような小さなことでもよいという形、地

域に根差しているものにさらに IT かなどを重ねるイメージで文言を検討いただきた

い。 

〇 コミュニティを支える人は、高齢者だけでは十分でない。あらゆる人たちのかかわり

を作ることが重要。過去にお話ししたが週休 3 日制が重要。 

〇 地域側とこども視点が分かれてしまっているように見えるので、循環しているように

見えるようにしたいという欲が湧いた。実践、実証、哲学、様々な面での対話があっ

た。こどもの興味に寄り添ってゆったりと過ごすことが、「スローコミュニティ」みた

いなことがあってもよいのではないか。 

〇 こども・保育者・保護者」の「こども」がいなくなる、という事を強く主張しなけれ

ばならない。哲学という部分では、「スロー」が重要で、また「インクルージョン」、

「ダイバーシティ」が重要なのではないか。多様な価値が共存することが新たな価値を

生み出していく、という事を積極的に打ち出していけるとよいと思う。 

〇 図表の中で「学び」についてのボックスでは、0 歳～15 歳まで、できればライフサイ

クルを可視化し、その中での乳幼児期を設定、その中でも乳幼児期の学びは体系的に整

理することが難しい。ライフサイクルは体系的に可視化しつつ、乳幼児期そのものの難

しさ、こどもの価値が可視化できるとよい。 
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〇 様々な人が混じる、という事は危険と隣り合わせになることでもある。例えば性犯罪

など。そういったこどもの安全をマネジメントしつつ、育ちの豊かさをどう確保してい

くのか。 

〇 これまでは女性の就業のために行われていたものが、スロー、インクルーシブ、処遇

改善なども含めこどものための保育になることを強調できればよい。 

〇 象徴としての 10 年後（目先でもなく、すごく先でもない）、リアルな近未来の現実、

備えられる時間があるという意味での 10 年がある。各市町村が見直しするときに参考

になるようなものにしておくことができれば意味があり、地域の在り方に影響を与えら

れればと思う。 

〇 保育の定義が重要。もとにもどる、というイメージを持っている。今は「施設の保

育」が保育という感じになってしまっているが、こどものもつ権利なのではないかとお

もう。「保育」は「保育園のもの」という風に見えてしまうが、命を守られて、きちん

と情緒が守られるようなものであるとよい。 

〇 社会の意識を変えるという話だが、保育を外に見せるという事を積極的に行う、とい

う事を意識していく必要があるのでは。 

〇 質を高めるには費用が掛かり、できないと自分のせいになってしまうという現状は本

当によくない。加配をしたりするためには園の自助努力になってしまう。たまたま自治

体独自の補助制度があるところはラッキー。そういった地域でないところは補助制度が

なく自助努力になってしまう。どの地域にうまれても保障されるようにしなければなら

ない。 

〇 誰でも通園制度もそうだが、動かしながら改善点を探っていく。こどもの権利として

確保されたことは大きい。これを受ける自治体や園がこれをどう理解するかが重要。地

域、社会の保育力が問われていく。地域社会の保育力が高く、学習の機会を大人たちが

保障する、など。地域社会には、こどもに係りたいと思っている人は多くいる、有資格

者でないから遠慮している、できる人ができることをやる、地域社会の保育力、を目指

していくのがよいのではないか。 

〇 まちづくり、エリアマネジメントという点に似ついても研究を進めていくことができ

れば良いと思う。 

〇 保育士が少なくて、研修できない、学ぶ機会がない、との声も聞く。学びあえる仕組

みを作ることも重要かと思う。 
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第５章 事例集及びシナジー整理資料の作成 

 第 4 章に記載した研究会でのヒアリング及びディスカッションを踏まえ 10 年後という中

長期的な視点での示唆を抽出・整理することが本調査研究の主眼ではあるが、各先駆的は取

組にはすぐにでも他の事業者等の取組の参考となる要素が多くみられたため、本章では各

取組の事例集及び各取組において保育と地域づくりを掛け合わせることで創出されている

シナジーについて整理した。 

 

 

１．事例集 

ヒアリング内容をもとに作成した事例集は以下の通り。（50 音順） 
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2

背景・使っているリソース

小規模認可保育所開設時に、保育所ができるこ

とでの地域効果（単に保育所というだけではなく、

地域に根差した行政との連携施設をめざしているこ

と）について、ビジョンをマップ化し町に説明、開園に

至った。

小規模保育園のため、園庭はないが豊かな大磯

の自然（海、山が近い）、地域の歴史や文化、産

業に触れることを日々実践。外を歩き回る中で形成

された地域交流の輪をいかし、お寺訪問、乗船体

験、餅つきなど、地域ぐるみでの子育て支援が実現

している。

保育の体制面については苦労しているところはなく、

人材は量・質ともに十分確保できている。理念に共

感した質の高い方を採用できている。パートタイムに

ついては、ローカル採用しており、年配で地域をよく知

る方に来ていただき、我々の知らないことを逆に教え

ていただくなど、１人１人がうまく機能している。

地域との関わり

遊休資産となっていた大磯郵便局一部の使用を

提案され、設立当初の小さな雑居ビルから現在の

場所に移転した。建物をリノベーションするにあたって

は「古きよきものを継承する木育」の観点から、極力

税金を使わず、かつ地域活性にも貢献するため、地

元木材やリノベーションの部材を使用。

開園当初から同じビルの２階にいた株式会社

co.labo（シェアオフィス、NPO法人「西湘をあそぶ

会」、コミュニティ農園の運営など、まちのプレイヤーの

１人）とも連携し、同建物内でコワーキングスペース

（「Post-CoWork」）を運営してもらい、保育園の

隣に働く場がある環境を整備した。デンマークで学ん

だヒュッゲをヒントに、働き方、ライフスタイル全般の意

識改革をしていきたいと考えている。コワーキングス

ペースの併設による時間の有効活用だけでなく、例

えばPost-CoWorkでは、利用する人々の間で農園

の共同運営やスポーツ活動、ビール作りなど、ここを

起点とした様々な新しい地域コミュニティ、地域づく

りの事業が生まれつつあり、この場所が地域の活性

化につながっている。

取組による変化

子どもたちとの日々のふれあいにより、高齢化が進

んだ大磯町が元気になり、高齢者の笑顔につながっ

たことが1番の大きな成果。

横浜では学童も運営しており、保育園のシステム

を超えて子どもの成長を一貫して見守っている。卒

園生では既に大学生になった子どももいるが、環境

保護団体を自ら立ち上げ活動している子もいる。

保護者との関係も良好で、OB・OGの保護者の中

にはその後パートで働いている方、自分たちでNPO

を立ち上げ地域活動している方々などもいる。一般

的な保護者のための活動（お遊戯会など）を一切

しないことにより、保護者の自発性を誘導している。

あくまで、場・環境を提供するというスタンスでいる。

10年後、どの保育園も質の高い、「選ばれる保育

所」になっている仕組みづくりが必要。そのために

我々は小さくてもいいから、その土地、ローカルの良さ

を活かした実践を継続しモデルケースを作っていきた

い。

地域の既存施設をまるごと有効活用。外を歩き回る中で形成された地域交流の輪を活かす。

遊休資産を活用した園舎、コワーキングスペース併設の設計により、地域活性に貢献。

子どもたちとの日々のふれあいにより、町が元気に。卒園児や保護者の自発性も促進。
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背景・使っているリソース

運営法人は、愛川町にて30年以上、特別養護

老人ホームを運営してきた。市とやり取りし保育所を

設立することになった際、地域に根差した保育園を

目指し、広々とした開放的な環境で子どもを育てた

いと思った。過疎化が進む地域にこそ、子どもの存

在が必要ではないか、散歩で子どもの声が聞こえた

ら高齢者含め地域の方々も嬉しいと思い、一番高

齢化が高い地域を選んだ。高齢化や少子化などを

ミクロな視点で解決していくのではなく、マクロ的に越

境して考え、社会変革していく意味もある。

開園当初から障害児を受け入れてきた。園での

活動は全ての子どもが一緒に活動。園は部屋全て

が繋がっており、隣のクラスで何をやっているのか気配

で伝わるような作りとなっている。全園児、どの保育

室に行っても良い。

職員の自主性も重んじており、自ら動くスタッフに

育ち、声を上げやすい風通しの良い風土が育ってい

る。

地域との関わり

園の周辺はもともと原っぱで、少し行くと歴史的

な地域が広がっているため、地域の方と交流して助

けてもらおうというのが当初からのコンセプトである。

壁や敷居がない開放的な園は、外から見ても何をし

ているところなのかが分かり安く、何もしなくても地元

の方との触れ合いは増える。それだけでなく、できるだ

け地域の方との交流が積極的に行われるようしかけ

もたくさん作ってきた。自然と地域との交流の輪が広

がり関係性が深まっていっている。

例えば、地域の工務店に子どもたちが遊んで座れ

るベンチの制作等を依頼し、地域の人も散歩途中

に利用できる。夏祭りに老人ホームの高齢者を招待

したり、ハロウィンに近所の家をまわったり、田植え等

を地域の人と実施したりしている。地域で盛んな養

豚場に遊びに行ったり、神社とも交流が深く境内で

遊ばせてもらっている。

法人が運営する地域共生文化拠点から就労支

援の利用者に週3回、園の掃除に来てもらっており、

子どもたちは様々な大人とも触れ合うことで自然と高

いコミュニケーション能力を身に着けている。

取組による変化

自由度が高いことは、自発性を育てることにもつな

がっている。

保育園のこどもたちと児童発達支援の子どもたちが

一緒に過ごし仲良しになることで、双方の保護者も

非常に仲良く交流しており、一緒に過ごすことの意

味を感じている。入園当初は切実感があった保護

者の方が、こどもの明るい成長、その他の親とのかか

わりによりみるみる表情が明るくなり、ここで子どもが

育ってよかったと感じて頂けているのを見ると、更に繋

げる・広げていく意味を感じている。

開園当初からインクルーシブ保育。子ども及び職員の自主性を尊重し、発揮できる環境を整備

就労支援事業所の方や地域の高齢者との交流

保育園と児童発達支援の子どもたちが一緒に過ごし自発性の育成、保護者にも好影響



115 

 

 

  



116 

 

 

 

  

背景・使っているリソース

基山モールはJR基山駅前の再開発等により昭和

57年に整備された商店街。近年シャッター街となり、

危機感を覚え、「補助金に頼らない、持続可能なま

ちづくり」を考えはじめた。

ちびはる保育園が開園する１年ほど前、交流の

拠点となる「街中公民館」を商店街の中に設置し

サークル活動の場や無料休憩所として開放した他、

小学生向けの将棋教室や地域住民の写真展の会

場として使用するなど買い物をするだけではなく地域

住民が集い交流する場として動きはじめた。

同じころ、町のこども課が中心となって、商店街の

空き店舗を活用し保育園を設置する構想で、元々

他の場所にあったちびはる保育園が2016年に移転

してきた。その際、経済産業省の補助金を活用した。

小さい町のため、役場の動きもスムーズで早かった。

このような背景があり、基山モール商店街の中に

保育園を設置する際には、商店街がとてもウエルカ

ムに迎えてくれた。

地域との関わり

保育園で商店街の手書きmapを作成（ちびはる

限定お得マップ）、ちびはる特製カレンダー（子ども

たちがクレヨンで描いた絵がプリントされている）を作

成し、商店街への配布を行った。商店街からはその

お返しとして買い物特典カードをプレゼントするなど、

ちびはる保育園を起点とした積極的な交流が行わ

れている。

商店街の歩行者専用道路（グリーンロード）をイ

ベント開催場所として使用することで交流の場となっ

ている。ちびはる保育園のこどもたちがチョークで自由

にお絵描きできる道のキャンバスにもなっており、日中

は子どもが自由にお絵描きを楽しみ、歩行するお客

さんは、日々変化するかわいい絵を見ながら通路を

歩く。みんなにとって楽しい空間となっている。商店

街が寂しくならないように、子どもたちの声も響かせて

ほしいし、道路にもいっぱいチョークでお絵描きしてほ

しいというふうに、商店街のほうから言っていただけて

いる。保育園としても、独自開催のイベントだけでな

く商店街イベントに参加することができるのはメリット

になっている。

取組による変化

こどもたちを商店街の人々が見守り、支えるととも

に商店街と保護者との新たな交流も生まれている。

商店街に、精神的な面でプラスになっている。

夏祭りの際、こども用の山車をちびはる保育園の

園児にもかついでもらうことで、地域文化の継承に参

加・地域との交流を図っている。夏祭りの山車の参

加人数を見ると、基山商店街モールの参加者数が

軍を抜いて多く（他地域の倍以上）、こういった地

域交流の取組の成果と感じている。

商店街としても、10年前まで10店舗ほどあった空

店舗が、現在は２店舗のみの空きになり、病院、高

齢者・障碍者施設、塾、ダンス教室など、多世代が

集まる商店街になっている。商店街そのものに常に

人が集まっている状況を作る・持続させることが重要

と考えている。

存続の危機意識からまちづくりに注力してきた商店街に立地し、地域が子どもを見守る環境にある。

商店街の中の道が、園児の遊び場。日常の中で商店街と保育園が交流。

保護者や卒園生と商店街の交流にもなり、地域コミュニティの活性化につながっている
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せせらぎ保育園/子育て支援café  FOYER
（社会福祉法人清朗会）

事
例 05

法人・事業概要

法人名
園名

せせらぎ保育園
（社会福祉法人清朗会）

所在地 東京都清瀬市

特徴

＃こどもがいても、いなくても立ち寄れる
場所 ＃小学生の居場所 ＃子どもと
大人のやりたいが叶う場所 ＃やりたいと
やりたいが繋がる場所

法人概要・取組年表

2014年 法人設立、せせらぎ保育園設置

2019年 子育て支援café  FOYER 設置

東京都の市部にある認可保育所。こどもの主体性を尊重する保育を実現するため、保育環
境づくりにも工夫を凝らしている（一斉保育ではなく自分のやりたい遊びをやりたいときにやる、
食事、睡眠も個のペースを優先できるよう、人員配置を工夫する ）。異年齢保育、周囲の豊
かな自然環境を活用した保育などにも取り組む。

Point

Café FOYERは小学生が利用しやすいよう、オープン時間を
延長（現在は火曜/木曜）、今後

せせらぎ保育園 定員名125名

子育て支援café FOYER
月～金オープン、通常
16時まで、火曜・木曜
は18時まで

さらに、「こども主体」「こども真ん中」な地域
社会を創っていくための取り組みとして、
2019年、園に隣接する土地に「子育て支
援café ホワイエ」を設置。親子がゆっくり一
息つける場所、として運営を開始。、2023
年からは「誰もが集えるFOYER（居場
所）」を目指し、年齢制限を撤廃。未就学
児親子だけでなく、小学生や、育児未経験
の学生もふらっと立ち寄り、居場所を得られ
る空間を目指している。
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背景・使っているリソース

地域との関わり

子育て支援を行うにあたり、当初は将来的には入

園を検討している親子に、安心できる居場所を提

供し、当園の良さを分かってもらいたいという考えも

あった。しかし、子育て支援をつづけていく中で、居

場所が必要なのは、未就園児だけではないという考

えに至り、年齢制限を撤廃した結果、小学生も含

め様々な年齢層の人々が交流する場になりつつあ

る。

従来、こどもがいない若い層や、こどもが巣立った

層にとって、保育所は接点を持ちづらい場所だが、

「ふらっと寄れる場所」、「誰でも参加できるイベントが

ある場所」を園の隣に置くことで、当園がどんな場所

なのか、こどもを真ん中にした居場所とはどんな場所

なのか、が地域の人にも理解されやすくなっている。

実際に、アトリエデーや映画上映会などのイベントに

は、多くの地域住民が訪れ、園とFOYER、地域の

交流が活発になりつつあると言える。

取組による変化

様々な年齢層の人々が集まり、地域の人たちとの

交流が増えたことにより、地域の子どもたちや家庭が

どんなサポートを必要としているのかを把握しやすくな

りつつある。

また、従来から職員は「子ども主体の保育」に取り

組んできたが、子育て支援を実践することにより、「す

べてのこどもを真ん中に置いた居場所としての保育

所や子育て支援のあり方」について、保育所運営業

務の域を超えて考えるようになり、その役割を自分た

ちが担うという誇りを持つことにもつながっている。

こうした取り組みに共感する若者が保育所での就

業を希望してくれることも増えており、より多様な人

材の確保、活躍にもつながっている。

「こども中心」を実現できる保育ノウハウを生かした居場所づくり

こどもや、保護者だけでなく必要としている人すべての居場所に

「保育業務」を担う人から、「こども真ん中社会」を支える人という自己認識へ

せせらぎ保育園では保育所の運営方針として、

「十分な養護の行き届いた環境の下に、くつろいだ

雰囲気の中で子どもの様々な欲求を満たし、生命

の保持及び情緒の安定を図る」ことを重視してきた。

この考え方を在園児だけでなく、卒園児、卒園児

だけでなく地域のこども、地域のこどもにも適用した結

果が「誰もが集えるFOYER（居場所）」

である。当初は主に未就園児の親子向けの支援セ

ンターとしてスタートし、現在では親子向けの支援

（遊び場、お散歩会など）と、夕方以降の小学生

の居場所、両方の機能を果たしている。

Café FOYERの運営にあたっては、保育所という場

所、保育士等の人材はもちろんこと、「こどもファース

ト」の活動のノウハウを蓄積してきたことが最も大きな

カギとなっている。当園では開園当初より、一斉保

育ではなく「こどもがしたいときにしたいことをできる環

境を整える」、ことを重視しており、遊びの時間、午

睡の時間、食事の時間などを可能な限り希望に合

わせているほか、形式通りの運動会や発表会は廃

止し、子どもたちが発案し、企画したイベントを行って

いる。

こどもがやりたいことを主張し、実行できる環境づく

りを行ってきたノウハウが、こども中心の居場所づくり

にも生きていると言える。
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背景・使っているリソース

ニーズありき・制度ありきではない、こどもの育ちの

環境として地域に必要なものを取り入れるというスタ

ンスで長年取り組んできた。「地域にとってあった方が

いいもの」は先だって取り入れるよう動いてきた。基本

的なスタンスとして、本土との教育格差がないよう努

めてきた。国や自治体の制度ができる前から必要な

ものは取り入れる。そのようなことを継続した結果、

行政からの支援が伴ってきた。様々な新規事業に

関して行政からの要請も度々あり、よい協力関係が

築かれている。

子どもにとっての育ちを意識し、「ほんもの」を重視

している。保育の質を上げるために、必要と思われる

保育環境を整えている。子ども達が日常で「ほんも

の」に触れることができるように、コレクションルームやア

トリエ、キッズファームを備えている。 国の制度が整

備される前から必要に応じて子どもの預りを実施して

きた（延長保育・休日保育・お泊り保育・病児保

育・障碍児保育）。それに伴い、ハレルヤこども園へ

の入園を希望する家庭も増えていった。

地域との関わり

もともと教会が母体で、教会の使命として「対象

は全町民」と考えており、家庭をまるごとケアすること

は当然のことと考えてきた。

児童館、相談対応（相談室ノア）、農業体験

など、保育のみにとらわれない事業を展開している。

付帯施設ということで、男子寮、女子寮、職員住

宅、診療所も導入している。地域医療とも連携し、

医療面から必要な勉強会も継続的に行っている。

現在は発達支援と放課後デイ、及び就労継続支

援事業所の開設準備を行っている。

代々の土地にて農業法人を設立。園児たちと農

業の真似事から始まり、現在は本格的な農園、食

育を確立しようと取り組んでいる。（あらゆる保育業

界の制度を網羅した後、こども教育の本質を考える

ようになった結果、農業体験を重要コンテンツとして

取り組みはじめた。）

国際交流にも注力している。ケニアのマサイ族教

員をはじめ世界各地の方々との国際交流の実績を

重ねている。

取組による変化

子どもの成長にとって、地域コミュニティとの接点は

必要不可欠である。その為、OB・OG他、地域の社

協、老人福祉施設等との、地域交流が盛んに行わ

れている。卒園後も運動会等に多くのOBやOGが

参加している。

昆虫教室や天体観測を担っている講師は島外か

ら移住されてきた方であり、保護者でもある。職員や

地域の家族同士のつながりも深い。島全体が旅人

や移住者を快く迎える雰囲気がある。

設立当時、保育園としての役割のみならず雇用

先としての役割も担ってきた。地域がまだ貧しかった

時代、子どもの大学進学は経済的に厳しい状況に

あった。子どもの教育のため、今本当に島に必要な

保育園（当時）をつくって、そこで就労してもらいた

いという想いからの設立であった。今後の構想として、

「ヨロン島まるごと園庭プロジェクト」にて、さらに保育

の質をより高めていきたい。

「ほんもの」重視、子どもにとって必要なことはなんでも実施。

児童館、相談対応、農業体験、診療所など、保育のみにとらわれない事業を展開。

卒園児・家族との強いつながり。町や島視点でみた取り組みの一部として保育機能を提供。
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まちの保育園/まちのこども園
（ナチュラルスマイルジャパン株式会社）

事
例 09

法人・事業概要

法人名
園名

まちの保育園/まちのこども園
（ナチュラルスマイルジャパン株式会社）

所在地 東京都

特徴
＃まちのウェルビーイング拠点
＃コミュニティコーディネーター

法人概要・取組年表

2011年 まちの保育園 小竹向原 開園

2012年 まちの保育園 六本木 開園

2014年 まちの保育園 吉祥寺 開園

2017年
まちのこども園代々木上原、
まちのこども園代々木公園 開園

2023年 まちの保育園 南青山 開園

都心部で6つの保育施設を運営。「まちぐるみでの保育」、「地域のウェルビーイング拠点にな
れる保育施設」を重視している。地域に開かれた場とするため、全園、施設に隣接した場所で、
カフェや、地域の集会などに使えるスペースを運営している。
さらに特筆すべき事項として、こどもの興味・関心に寄り添いながら、地域とこども・保護者・保

育者の橋渡しする役割を担う「コミュニティ・コーディネーター」を配置していることが挙げられる。地
域の子育て世代や、その周りの人々につながりを作っていくことで、地域のリソース（人材、空き
店舗、空き地など）を生かしたこどもの居場所づくり、ひいてはあらゆる年代の人が居場所を持
ち、活躍できる地域づくりが実現している。

Point
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背景・使っているリソース

保護者だけでなく、地域住民の参画を得て、こど

もの育ち、学びのための環境を作りだしている。

また、当園では、地域とこども・保護者・保育者の

橋渡しする役割を担う人材であるコミュニティコーディ

ネーターという役職を置いている。コミュニティコーディ

ネーターを中心として、園と地域、それぞれの人と人

をつなぐことで、地域の子育て世代や地域の人々に

「共育て」のコミュニティが形成される。

こうしたコミュニティの活動により、例えば「みちあそ

び（道路や空き地を遊び場として一時的に活用す

る）」、閉店した店舗をこどもの居場所として活用す

るようなどのプロジェクトが生まれ、園の関係者だけで

なく、地域の方々が参加している。

保育施設や学校には「こどもや子育て世代が集

う」という性質ある。その性質を生かし、地域の人と

人をつなぎ、そこで生み出される活動によってこどもの

育つ環境の充実につながるという好循環が生まれて

いる。

地域との関わり

現代において、子育て世代と地域の高齢世代、

単身世帯等の間の交流は希薄化しがちである。高

齢者等は町内会・自治会がつなげており、子育て世

代は保育施設等や学校がつなげている傾向にある。

保育所等が中心になり、両者をつなげていくことに

より、すべての世代を巻き込んだ交流が起き、高齢

世代の孤立の解消、地域における役割を持つことに

よる充実、子育て世代にとっては子育てを見守り、

応援してくれる地域の関係者の確保につながってい

る。

当園には、退職後の高齢者が保育施設にボラン

ティア活動に来てくれている方がいる。ご本人にとって

リタイア後の生きがいにつながっており、園としては子

どもたちを見守る重要な支援者を得る形になっており、

関係者すべてのウェルビーイングの実現につながって

いると言える。

取組による変化

保育施設を地域に開くことを重視し、保護者だけ

でなく、地域に開いていった結果、当園の周りには、

こどもをはじめとした誰もがウェルビーイングを感じられ

る地域づくりの関係者、支援者、が増加している。

例えば、地域交流が進んだ結果、これまであまり接

点のなかった地域の小学校の校長先生も、当園の

取組みに賛同し、関与してくれるようになり、幼保小

の接続や連携もスムーズになりつつある。

また、地域のことを自分事としてとらえ、活動する人

が増加した結果、今後は、子育ての領域だけでなく、

地域の課題解決やまちづくりへの取り組みも活発に

なり、まちの魅力向上にもつながっていくことが期待さ

れる。

園と地域をつなぐコミュニティコーディネーターが活躍

こどもだけでなく、地域のすべての人のウェルビーイングに

地域における「支援者」が続々登場
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和光保育園
（社会福祉法人わこう村）

事
例 10

法人・事業概要

法人名
園名

和光保育園
（社会福祉法人わこう村）

所在地 千葉県 富津市

特徴
＃専門家で閉じない保育
＃地域の人々を巻き込む

法人概要・取組年表

1957年 和光保育園開園、認可取得

1995年 おやじの会 が自主結成される

1999年 学齢期の障害児土曜保育開始

1999年 地域子育て支援センター開設

和光保育園は「こどもと大人と保育者が、育ち合う・共育て・共育ちの共同体＝わこう村子
ミュニティ」と称して、日々の保育に保護者や地域の人々を積極的に巻き込むスタイルで活動し
ている。
こどもが生活者の一人として生命を輝かして生きることを大事にして、「ゆったりの時間とたっぷり

の経験をこどもたちに」、「出会い、ふれあい、育ち合いの広場を大人たちに」を基本理念としてい
る。その活動は、「母さんの会」「おやじの会」メンバーによる支援や、地域の人々の協力によって
支えられている。こどもたちは豊かな生活体験を得、大人は役目を持ち、必要とされる充実感を
感じられる、双方にっとって幸せなコミュニティが創りだされている。

Point

保育園 定員 90名
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背景・使っているリソース

「保育園・幼稚園・こども園のスタッフはこども好

きで世話好きなお人好しが集まるある種偏った人

柄同士の集団」だと気付いた。保育についての専

門知識はあるものの、自分たちにはできないことも

多くあるのではないか？と考えたときに、それをカバー

してくれる存在として浮かんだのは保護者、地域の

人であった。

こうした気づきから、わこう村では、保育を開いて

積極的に保護者や地域の人々を園の活動に巻き

込むようになっている。伝統行事に知識ある人、特

技がある人、昔ながらの道具（例えば養蚕の道具、

臼や杵）を持っている人、こどもの活動をサポートし

たいと思ってくれる人すべての方々に支えられて

日々の活動がなりたち、参加する大人たちにとって

も、自己実現の場となっている。

また、自然に恵まれた立地にあることから、近隣

の里山・里海、近所の人の畑なども、日ごろから活

動のフィールドになっている。

地域との関わり

当園では、保育の概念枠を崩したこどもと大人で

営む「暮らし」を、重視しており、行事においても地域

の人々の出番がある。柏餅を作るときは近所の家庭

から柏葉を分けてもらい、お礼に柏餅をプレゼントす

る、蚕の餌にする桑の葉をもらう、正月飾りは近所の

高齢者に来てもらって子どもたちも真似てつくる、など、

地域の方たちの力が、こどもたちの豊かな生活体験

の実現に自然と、かつ大きく関係している。

この他にもおやじの会の力により実現している環境

づくりは多彩。特に代表的なものとしてあげられるの

は毎年恒例夏のプール設置、熱中症対策としての

ネット張り、虫取りをする裏山の草刈り、などである。

こうした行事は、それぞれの参加者が道具を持ち

寄って、こどものために行ってくれている。

ログハウスの図書館、陶芸窯、コーヒーカウンターと

子ども服のリユースショップを併設した大人のサロン

「わいがや亭」（現在子育て支援センター「もうひとつ

のお家」の拠点としても利用）、富士見やぐらなどの

設備も、「おやじの会（保護者に限らない）」による

手作りであり、こどもと大人で「こんなことがしたい」を

叶えてきた。

こどもの周辺で大人も参加・参画しながら、「里山

手仕事民主主義」で混ざり合い、繋がり合い創りだ

す「村づくり」を現在進行形で取り組んでいる。

取組による変化

保育を施設や専門家集団で閉じるのではなく、保

護者や地域の人にも積極的に出番をお願い事をす

ることになったことで、保護者、保護者OBだけでなく、

地域の高齢者、他の福祉施設（障害者施設等）

の利用者など多様な人々と関わり、日々の活動を

共有すること、が日常になった。また、地域の人々が

参加し、助けていただくだけでなく、参加者の自己実

現の場としても活動の幅が広がっている。

保護者や地域の方々の間でも、「私でも何かでき

そう」、「関わりたい」、「役割を持ててうれしい」と感じ

てもらえる雰囲気が作り出されつつあると感じている。

孤立が進みつつある現在において、こどもがかすが

いとなり、多様な人々の居場所や役割、活躍する

出番を作り出していくことに、子どもだけでなく大人た

ちにとっても顔が見えて幸せが実感できる「場」がある

ことの重要性が増していくと考えられる。そういった地

域コミュニティのつながりの核となる「保育」や「子育て

支援」の在り方を模索し続けたいと考えている。

保護者の力、地域の人、自然、なんでもリソースに

豊かな生活体験を実現するために汗をかき、知恵を貸してくれる地域の方々

地域の様々な人と、頼り、頼られる関係に
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２．シナジー整理資料 

各委員会での議論を踏まえた、保育機能と地域づくりのシナジー/好循環形成に向けた仮

説は以下のように整理できる。 

 

（１）第 2 回研究会の議論を踏まえたシナジー 

第 2 回研究会の振り返りと気づきとしては、ちびはる保育園では、商店街の中に立地し、

エリアとして保育機能を担うことで様々なシナジーを創出されている。 

 

 

株式会社 CNC では、山間地に立地しつつ、地域コミュニティの活性化に資する繋がりの

創出にコアを置きつつ、子育て世代に特化した取り組みを実施している。 

保育機能への
好影響

地域づくりへの
好影響

取組実施の
ポイント

✓ 商店街だと、人が入ってくるということに対してウエルカムな部分が多分あると思うので、
その辺が。にぎわいというものをうるさいと感じるか、ウエルカムなのか、そこが大きく違っ
たのかなと感じる。

✓ 保育園・幼稚園の保護者駐車場と玄関までの距離が遠いというところもありますけれ
ども、そんなこともないので、送迎が楽だということはある

✓ とにかく迎えてくれる。通行人の方々も温かく話しかけてくれる。子どもたちもそんな中
で、地域の中で育っているという感覚。それが一番かなと思います。

✓ 商店街としても、10年前まで空き店舗が10店舗ありましたけれども、今では空き店
舗は２店舗ということで、増えてきている。そして、今年もまた１店舗ふえるということ
で、好循環となっているのではないかと思っている。

✓ 商店街の中で、いろいろなお店があって保護者の方もそこでお買い物をされる。

✓ 基山町自体、小さな町で、役場自体も「部署が違うからわかりません」みたいな感じ
が全然なくて、横断的に役場のほうが頑張っていただいた。

✓ とにかく町長と。それから基山町全体が、とにかく少子化を防いで、なるべく若い世代
に入ってきてもらおうということで動いていた。

✓ そこ（商店街）は車は一切入れないので、時間帯によって車が通るとかというところ
ではないです。歩行者のみという感じです。そこ（商店街）に来るまでには当然、車
で来る方が多くて、商店街専用駐車場というのが結構あります。

✓ フェンスの中の園庭で遊んでいる。もちろん、保育する側からすると安全で遊ばせやす
いんですけれども、あくまでもその中で遊んでいるというだけで、ほかの人との交流は当
然ないわけです。ところが商店街では、容易にご想像がつくと思いますし、先ほどもお
話ししましたとおり、通りがかりの人が本当に話しかけてくれるというところがある。

✓ 夏祭りの山車の参加人数を見てみると、基山モール商店街の参加数が群を抜いて
多くなっている。

周辺業務が生じづらい環境

⇒保育に専念できる環境

エリアでのこどもを見守る環境

⇒子育て世代の負担軽減

様々な人との接点構築

⇒発達への好影響

⇒地域コミュニティの活性化

（多世代交流含む）

事業者の増加

エリア消費の増加

⇒エリア経済の活性化

様々な観点から子育て

機能の価値の見直し・

部署横断の必要性
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以上、第 2 回研究会での議論を踏まえ以下のようなシナジー/好循環が抽出できる。 

 

 
 

（２）第３回研究会の議論を踏まえたシナジー 

第３回研究会の振り返りと気づきとしては、社会福祉法人ハレルヤ福祉会では、与論島と

いう魅力的な地域性や島という閉じた環境を活かしながら島の発展に寄与することや町に

はできないことを意識した取り組みを実施されている。 

保育機能への
好影響

地域づくりへの
好影響

取組実施の
ポイント

✓ 地域みんなで子育てをしていくという、支え合う共助のネットワーク（コミュニティ）の
創出。提供できる価値は、人をつないで、その人が本当に願っていることを実現して
いく、そういう共助ネットワークにいろいろな人を引き入れていくというところだと思ってい
るので、そういうことを子育て世代に対してもやっていけたらと考えております。

✓ 子育てを引退されて、自分が持っている子育てのノウハウを誰かに生かしたいという方
だったり、子どもと遊ぶことが自分の生きがいだから、一緒に過ごせるのが楽しいよと
言っていただいたり。そういう皆さんと子ども、親子がかかわっていただくことで、子ども自
身には社交性を身につけていただいたり、親さんにはいざとなったときに頼れる先として、
私たち以外にも地域にいろいろな人たち、頼り先がいるという状態をつくっております。

✓ 我々が「話しかけな」とか、地域の方に「積極的にかかわってください」みたいなアレンジ
は一切していなくて、接点さえ設けてあげると、お互いに気になる存在でもあるのでコ
ミュニケーションがふえてくるというのが、事業の中で見えてきているところです。そうやっ
てかかわっていく中で、例えば木の実を見つけたりすると、木の実でパンもつくられたりし
ているので、この木の実が食べられるか、あそこのパン屋さんに聞きに行こうとか、自分
たちから地域の人にかかわっていくみたいな現象が生まれているなと感じます。

✓ 休眠預金（休眠預金等活用事業）の助成金を使って事業の立ち上げに取り組ん
でまいりました。今年度でそれが終了するため、事業の運転資金の確保に今取り組
んでいるところです。

✓ 現在はサマーキャンプ、シーズンキャンプをやらせていただいたり、ワーケーションで親さ
んと一緒に雲南に遊びに来るみたいなことを企画させていただいたり、ファンドレイジン
グに着手していて、マンスリーサポーターだったり、寄附足す利用チケットみたいな感じ
の利用制度をつくったり、いろいろと工夫している。

✓ 子育てをしていると、自分のやりたいことにふたをして子育てに専念するということがよく
起こっていると思うんですけれども、そこが解放されて、みんなと何かをやるというふうに、
プラスアルファでより幸せになっていくみたいな営みが始まっていく。

地域の様々な方との繋がり

創出

⇒子育て世代の負担軽減

⇒発達への好影響

子育て世代の繋がり創出

⇒子育て世代のウェルビー

イング向上/機会確保

コミュニケーションの機会

の提供

⇒コミュニティの活性化

運転資金の確保に関する

創意工夫

⇒今後は利用者、地域

企業自治体等と連携した

幅広い施策を検討

【保育機能の提供】

【地域づくり】

課題：コミュニティ希薄化

課題：エリア経済衰退

課題：周辺業務への対応
等による業務負荷増大

課題：多様な発達/学び
の機会の提供

開いた環境での

保育機能の提供

保育施設による

賑わいの創出

こどもの存在をポジティブに

受け止める環境の提供

地域住民等との

コミュニケーション機会

の提供

課題：子育て世帯の
負荷軽減

エリアによるこどもを

見守る環境の提供

課題：子育て世帯の
機会損失

子育て世帯の

協力関係の創出
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NPO 法人もあなキッズ自然楽校では、地域と連携しながらあるべきまちの機能を描いた

うえで、コワーキングスペースの隣接等の地域との連携を深めながらあるべきに近づいて

いる。 

 

 

以上、第３回研究会での議論を踏まえ以下のようなシナジー/好循環が抽出できる。 

保育機能への
好影響

地域づくりへの
好影響

取組実施の
ポイント

✓ 「ようこそ卒園生」というのがあって、その方々が報告に来てくれる。高校生が飛び入り
で運動会で吹奏楽部に参加をしたり、皆ボランティアで参加してくれたり、職員数が
足りない中で大変助かっている。

✓ こども達には本物の体験をということで、与論島ですので博物館等の文化に触れる機
会は、小学校の修学旅行まで全くない為、文化との接点を構築し肌で感じてもらえ
る機会を体験型も含め設けた（こども達との制作やアートの部屋の整備 等）。

✓ 国際交流は、特に頑張ってというか楽しんでやってきた。ケニアのマサイの教員との交
流も続けており、マサイのおうちを作ってもらう等してこども親共に盛り上がった。また、
そういった取組の結果、前回の東京オリンピックではホストタウンになった。

✓ 設立当時、大学まで島から出せる人たちをつくりたい、そのためには今本当に島に必
要なこども園をつくって、そこで就労してもらいたいという想いがあった、また町でできな
いことを私たちがやりましょう考えがあった。

✓ 絶えず与論の産業にリンクした形でやっていきたいということです。
✓ 東京与論会があり東京に１万人ぐらいいて、与論と都会とのリンクしている。
✓ 今まで子どもが留学するみたいな感じで２週間３週間地方に行くみたいな話はあり

ましたけれども、逆に、さっきワーキングホリデーみたいな話もありましたけれども、職員
の方がそういうことで来やすくするような環境をつくっている

✓ 付帯設備ということで、男子寮、女子寮、職員住宅、診療所も導入
✓ 島自体がそういう移住者というものを温かく迎えるという島全体の雰囲気がある。
✓ 昆虫教室も天体観測もしてくださる方は保護者なんですが、島外から移住されてき

た方です。その方をボランティアとしてお招きして、職員とのつながりだとかご家族同士
のつながりというのが深まっているかなというふうに思います。

卒園生とのかかわりの深化

⇒運営にボランティアとして協力

文化と触れる接点を設置

⇒こどもへの文化に関する教育

国際交流の接点構築

⇒グローバルな接点による多様な

学びの機会提供

⇒イベント誘致等の経済地域活性化

・町や島視点でみた取り組みの一
部として保育機能を提供

・東京与論会との連携による地域
外からの職員の柔軟な受入体制
を構築

・島全体として移住者を迎え入れ
る雰囲気を構築

・親の強みを活かした企画の提供

✓ 大人になってしまから出て行った子にやっぱり帰ってきてほしいとは考えており、奨学金
を出すような形にしていきたいとは考えている。それに似た形でいわゆるサポートをしな
がら、戻ってくるような仕掛けをするのが基本。

卒園生とのかかわりの深化

⇒Iターンの創出

保育機能への
好影響

地域づくりへの
好影響

取組実施の
ポイント

✓ 実は施設は郵便局の倉庫だった。リノベーションして保育所をつくるということ。これは
経費としても安く、棟上げしたRCの保育園をつくれば３億とか４億とかかかる今の時
代ですけれども、数百万円単位でできた。※三井邸の部材を、子どもたちのこれから
の、まちの遺産として使ってくれないかということで、無償でいただいた。

✓ 私たち新参の保育園が入っていっても、子どもたちを媒介して……。園庭がありませ
んから、まちを歩くわけですね。そうすると、写真の右の商店街のおばちゃんとか干物
屋のおじちゃんとか、漁師のおじちゃんなんかも「おーい、魚やるぞ」、そういうようなこと
を言ってくれるということが起こっていきました。

✓ 前職がパタゴニア日本支社という会社におりまして、環境啓蒙の活動をやってきました。
NPOのミッションとしても持続可能な社会づくりということを入れ込んでいます

✓ 大磯町に来た以上、大磯のまちが、子育てで子どもたちが豊かに育つということ、それ
からまちの人たちも含めて全員が豊かに暮らしをするということを目的として、小さな保
育事業でありますが、まち全体のことを考えている。※町長や副町長にプレゼンする
際にまちの関連機能のありたい姿をビジュアルであらわした。

✓ 保育園から徒歩10秒でコワーキングスペースがある。通勤の時間をなくすことで残り
の時間を家族の時間とか子育ての時間、こどもと遊ぶ時間、親自身の為の時間等に
使ってもらえる。

地域の既存施設の有効活用

⇒初期費用の低減

⇒地域文化との接点の構築

⇒地域の文化継承

地域住民との接点の構築

⇒地域活性化

⇒多様な学びの機会の提供

働き方改革のサポート

⇒こどもとの時間の創出

⇒親と子のウェルビーイング

の実現

・まち全体を見たうえでの、

ありたい姿を描いたうえで

保育機能をデザイン

※首長等を巻き込む
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（３）第４回研究会の議論を踏まえたシナジー 

第４回研究会の振り返りと気づきとしては、社会福祉法人愛川舜寿会では、高齢者施設・

就労支援事業・インクルーシブ等様々な「人」と繋がる機会を設けつつ、そこにこども達や

職員自身が主体的にかかわっていく仕組みを構築している。 

 

 

社会福祉法人清朗会では、主体性を大切にした保育を実践しつつ、その考え方を地域の幅

広い方々にも展開できるよう併設のカフェを運営している。 

【保育機能の提供】

【地域づくり】

課題：コミュ
ニティ希薄化

課題：エリア
経済衰退

課題：業務
負荷増大

課題：多様な発達/
学びの機会の提供

開いた環境での

保育機能の提供

こどもを起点とした

グローバルな関係構築

卒園生との継続的な

関係性構築

（かかわりの深化）

グローバルな関係構築

及び文化との接点の構築

課題：子育て世帯
の負荷軽減

エリアによるこどもを

見守る環境の提供

課題：地域
文化の消失

文化と触れる

接点を設置

課題：
人材不足

課題：移
住支援等
における雇
用不足

マッチング

による解決

こどもと親
のウェル

ビーイング
の実現

地域参加
の可能性

働き方改革

の支援

保育機能への
好影響

地域づくりへの
好影響

取組実施の
ポイント

✓ お散歩は行きたい子が行きたいところに行く散歩なので、クラスをまたいでいろいろな
年齢の子どもたちが一緒に行きます。そこには文化教室の子どもたちもまじっています。
乳児であっても幼児であっても、クラス全員で必ず行くよということはありません。そのと
きのその子の意思を尊重します。その中には文化教室利用の子どもたちも含まれてい
ます。そういう意思をあらわすということは各自が個々の意思を決定するということで
あって、「○○ちゃんが行くから行く」など、いい意味で人に影響されないことでもありま
す。あくまでも今の自分の気持ちに忠実に生きていると言えると思います。

✓ 過ごしたいところでやりたいことをするということをきわめながら、社会性とか協調性とか、
そういうことも自然と培われるようにやっていきたいなと思います。

✓ 地域の方とのつながりは、今年度からは田んぼで稲を植えたり、稲刈りに呼んでいた
だいたりができた。隣のケアセンターの高齢者施設の方にもご協力いただいて、お菓子
をを子どもたちに配ってくださいとお願いしたら、おじいちゃん、おばあちゃんたちが喜んで、
子どもたちに折り紙でプレゼントをつくってくれたりして、いい連携ができました。

✓ 同じ法人内の違う事業所で就労支援でお仕事をしている方が、週に３日お掃除に
来てくださっている。そのときにお掃除をしながら子どもたちとつながって、掃除を一緒に
やったり、一緒に給食食べようよと誘ったりできています。お掃除をしている方たちも就
労支援で来ている方たちなので、ほかで就労するのが難しい方たちなんですけれども、
子どもたちのおかげでほぐれてきているなと思います。

✓ 手足に麻痺がある子とか指に欠損がある子とか、園内の療育に通っている子たちなど、
さまざまなお子さんが一緒に過ごしています。一緒にいると当たり前の感覚になるので、
子どもたちには障害という概念がありません。

✓ 地域の方たちとの触れ合いは、ちょっと高齢化率が上がってきた地域でもあって、やっ
ぱり保育園の子どもたちが一番フットワークが軽いんですね。

✓ 地道に小学校の先生たちにも、こういうふうに育つことで子どもたちの人生を後押しで
きるよということを静かに静かに伝えていこうと思います。

高齢者施設との連携

就労支援事業との連携

インクルーシブ保育の実践

⇒地域の様々な施設との好循環

⇒多様な人との接点構築による

多様な価値観の形成

小学校との連携

⇒幼児教育と学校教育の連携

・こどもの意思を尊重した
運営（主体性保育）

・複数の年齢や文化教
室利用等も自由に交わ
れる運用
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以上、第４回研究会での議論を踏まえ以下のようなシナジー/好循環が抽出できる。 

 
  

保育機能への
好影響

地域づくりへの
好影響

取組実施の
ポイント

✓ 子どもに求めるんじゃなくて、社会とか地域とか僕らがそこをちゃんと担って考えていかな
きゃいけないというのはすごく感じています。

✓ 子どもをどんな真ん中に置きたいですかと、どんな真ん中として育みたいですかというと、
やっぱり尊重されている、愛されている。こども家庭庁の定義も、子どもって18歳です
か、20歳ですかと曖昧にしてくれたのはそういうところにあると思うので。別に30歳でも
40歳でも50歳でも60歳でも、こう愛されたいし尊重されたいし信じてほしいと思えば、
それはその場所は必要なんじゃないというのが僕の根底にある。

✓ FOYERは補助金なしでやっているんです。届け出は独自の公益事業みたいな形で
やらせていただいているので、フットワーク軽く柔軟に事業を実施できている

やりたいを実践する場の提供

⇒主体性保育を実現し、こども

にのびのびできる環境を提供

⇒地域の様々な人達のやりた

いを実現・ウェルビーイングの

実現

・こどもが安心し、のびのびとやり
たいことに向き合える環境を提
供

・保育の対象のみではなく、職
員や保護者や地域の人々の視
点も意識した取り組みを実践

・補助金を活用せず柔軟な事
業運営を実現

✓ 「やりたいことをとことんたのしもう」ということで、FOYERというのをつくりました。ちょうど
2019年ぐらいですね。できて数カ月でコロナになって、基本的コンセプトは最初は地
域の人にも開放していろんな拠点にしようといったらコロナになってあらゆる人間がかか
り、もはや開店休業みたいな状態になり、何もできなくなってさあどうしようということだっ
たんですが、模索しながらやり続けて、今年の４月にやっと明けて。でもその中に、いろ
んなことをやらせていただく中で、やっぱり根本として大切にしていることは居場所という
のが僕の中での定義で、先ほど言った、子どもだけじゃなくて、いろんな人の居場所と
いうのをすごくつくりたいなというのがあってやり続けていました。

✓ 「標本作り」なんかも。これはうちにほぼ毎日来ている不登校の２年生の子なんです
けど、虫が本当に大好きなので標本づくりをずっとやり、標本をつくったり焼き芋を焼い
たり、この間もずっとたき火をしながらいろいろ。凸凹さんじゃないですけど、この子もうち
の子たちとお散歩行ったり給食食べたり、本当にその辺はもう自由にしていいよ、その
子が来たいように来たらいいというのを根本に置いています。この子から見えてきて、い
ろんな子がいるし、そういう子どもたちや環境に対してどういうことができるかなということ
で、ここをとにかくうちの園とまざっていこうということで、今うちの在園児もよくいろんな活
動をこっちの子たちとしています。

【保育機能の提供】

【地域づくり】

課題：高齢者コ
ミュニティの活性化

課題：多様な価値
観を学ぶ機会の欠如

高齢者施設

との連携

様々な関係機関との

連携機会の構築

課題：学校教育との
連携の向上

小学校との連携

課題：就業支援者の雇
用や人との接点の不足

就労支援事業

との連携

こども達の実践的な

学びの機会を提供/
ウェルビーイングを実現

やりたいを実践する場

の提供

地域のやりたいを実現
する機会を提供/ウェル

ビーイングを実現
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第６章 研究会における示唆のまとめ 

前章までに記載した研究会での議論を踏まえ、本章では総じて目指す視点と検討から抽

出されたビジョン、施策の方向性等について整理する。まず、総じて目指す視点は「こども

のウェルビーイングの実現」と捉えつつ、「保育者・保護者・地域・社会」が「こども」の

ウェルビーイングを支えていく形を実現することが重要であり、そこを実現するにあたり

「保育者・保護者・地域・社会のウェルビーイングの実現」が求められる。このような社会

を目指す視点として整理した。その目指す視点を実現するにあたって必要となる子育て支

援の在り方/ビジョンを R4 年度の検討を踏まえつつ再整理し、さらにはより地域づくりに

フォーカスした今年度の検討から抽出した「こども/子育て分野の取組の方向性」の提案と

「方向性を目指すことで形成される地域の繋がり」を以降に記載する。 
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１．子育て支援の在り方/ビジョン 

 R4 年度の検討と今年度の検討を踏まえ整理したこども・子育て支援の在り方/ビジョン

は以下の通り（青文字部分が今年度検討から追加で抽出整理された部分）。保育/教育等の

こどもの育ち・学びと子育てを支援する取組だけではなく、働き方等の異分野との関係や

家庭や親と子の関係、文化的な側面も含めた地域との関係に関するビジョンを整理した。

今年度の検討では、地域とこども・子育てとの関わりを深める変革（過去は身近にあった

関係性に戻す部分については「回帰」と捉える必要性もある）によりこども・子育て及び

地域活性化等の観点から好循環が生じ、地域全体としてのウェルビーイング（幸せ）を実

現していくことを中心としたビジョンを追記した。 
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２．こども/子育て分野における取組の方向性への提案 

 「こどもや保育者・保護者・地域・社会のウェルビーイングの実現」や前述のビジョン

を実現するにあたり、地域づくり×保育機能の視点から今後検討がなされていくべき 10

個の方向性を抽出した。 

 

 方向性①育ちの保障及び機会の提供/保育の質の確保 

 幼児期までのこどもの育ちに係る基本的なビジョンが示されている等、既にその必要

性が認識されている方向性ではあるが、その中でどういった育ちや機会が保障されるべ

きか/保育の質が確保されるべきかを定義したうえでその提供に当たり地域との接点を

強化することは様々な育ちを促す手法としてとらえられることが想定される。 

 

 方向性②こども・保育者の主体性を尊重できる環境の提供 

 こどもや保育者の主体性の尊重にあたり、多様な機会を提供できる環境の構築が重要

となる。施設のみで閉じた検討ではなく、地域としてどういった環境が提供できるかを

検討することによりその可能性を広げることが重要となる。 

 

 方向性③インクルーシブな環境の提供 

 方向性①に関連するが、インクルーシブな環境は保育所等の施設内やこども達の中の

話ではなく、より広いインクルーシブな環境との接点を持つことがこども達の様々な育

ちや子供達はもちろんのこと地域住民のウェルビーイングの実現につながることが期待

される。 

 

 方向性④地域におけるソーシャルワーク機能の実装 

 児童虐待件数の増加が目まぐるしいなか、妊産婦や子育て世帯が孤独化・孤立化しな

いような社会づくりの重要性が高まっている。そういった中、こども誰でも通園制度が

導入されることもあり、保育所等にはソーシャルワーク機能の実装と充実がより一層求

められるようになると予想される。また、保育所等の中におけるソーシャルワーク機能

だけではなく、保育所等が保健センターや児童発達支援センターなどの関係機関と連携

したり、地域とつながることで地域全体としてその機能を担えるような体制づくりが重

要な視点となる。 

 

 方向性⑤産前の妊婦や卒園後のこどもとの継続的な関係構築 

卒園後のこどもとの継続的な関係構築は、こどもへの居場所の提供はもちろんのこと

こどもが園の運営をサポートしてくれるケース、一度地域を出たこどもが様々な機会に

地域に戻ってくる起点の形成となりうることが研究会におけるヒアリング等から明らか

となった。在園中、卒園後、入園前、加えて産前の妊婦との関係構築が実現すれば、今
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般の児童福祉法改正において意識されている産前産後の繋がりのある支援の提供を超え

たこども・子育て支援の在り方の在り方検討に繋がる。また、学校における部活動等を

通して卒園生に限らず地域の学生に保育と接する機会を提供することも未来の父母の育

ちの観点から重要な取り組みとなる。 

  

方向性⑥安心安全な環境の提供 

地域との接点を増やすことは多くのメリットがあることを示してきたが、他方で地域

に出ることや様々な人と接点を持つことは特にこども達にとって事件・事故に巻き込ま

れる可能性を高める側面がある。地域との接点を設ける際には前提として地域の実情に

応じた安心安全な環境構築を意識した検討が行われる必要がある。 

  

方向性⑦保護者の働き方改革への寄与/保護者の地域参画 

基本的な事項ではあるがこどもと保護者との時間の確保は愛着形成等の観点から重要

であり、その時間の確保は共働きが促進されるに従い難しくなってきている。そのた

め、働き方の柔軟化、業務効率化による労働時間の削減について、地域として積極的な

検討を進められることはこども・子育ての観点からも重要となってきている。研究会の

ヒアリングで見られたコワーキングスペースを併設するような取組等は具体的な取り組

みであり、今後こういった取り組みが広がり地域ごとで様々な創意工夫がなされること

が期待される。また、地域の保護者が持つスキル・専門性を活かした保育や子育て支援

への関与はこども達への学びの機会提供につながることから、家庭内のこどもと保護者

の時間確保とは別途、保護者が地域の保育や子育て支援に関わる時間を取ることも地域

全体のウェルビーイングの最大化の視点からは重要となる。 

 

 方向性⑧高齢者支援/就業支援/商業/教育等との連携強化 

 研究会で実施した先駆的な取り組みへのヒアリングで高齢者支援/就業支援/商業/教

育（学校）等の分野との連携にはシナジーが生じることが明らかとなった。今後はこう

いったシナジーが意識され全国的にこれらの連携強化に向けた検討が進むことが期待さ

れる。 

 

 方向性⑨地域文化の維持/創出 

 地域文化の継承・維持には世代間の橋渡しが必要不可欠であり、こども達が地域文化

を学ぶことは重要である。他方で、文化はあたりまえのものとして日常的に溶け込んで

いるものであり、近代化・画一化が進むなかで、地域ごとの違いが意識しづらくなって

いる。こども達が地域と触れ合うことを通して地域での暮らしを体感し、将来の地域の

暮らしを作っていく人材となっていくことが期待される。 
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 方向性⑩こども・働き手視点の移住定住促進/こどもも保育者も選択できる制度の構築 

人口減少等の背景から、特に地方部においては子育て世帯の IUJ ターンや移住定住促

進施策の重要性が高まってきている。これらを進めるにあたり、こどもの権利が守られ

る環境・より良い育ちの環境が提供されるか、保護者の雇用が確保されるかは重要な視

点となる。それと併せて、こどもの保育環境が柔軟に選択できる仕組みが構築できるか

も大きな論点となる。他方で保育者の確保が難しい地域も存在する中、保育者の移住促

進や保育者も働き方を自由に選べるような環境の構築が求められる。 

 

 

これらの方向性を進めるにあたっては保育関連事業者・自治体・地域それぞれが協力し

ながら検討を進める必要がある。具体的には、こども・子育ての分野においては関連する

事業者・施設・担当者が専門性を持ちつつも、知見のない地域住民でも参加できることを

発信していきながら地域に開いた子育てに取り組んでいくことが重要となる。一方で、こ

ども・子育て分野と異分野との連携に関しては、こども・子育て分野の事業者・施設・担

当者が意識・実践していくことはもちろんのこと国における横串機能強化と共に自治体に

おいて仕組みとして横串検討がなされるよう、自治体上位計画検討プロセス（総合計画、

地域福祉計画、こども計画 等）においてこども・子育て分野と異分野との連携を促す仕

組みの構築等も重要となる（研究会でヒアリングした取り組み事例からは自治体が異分野

との連携機能を担っている事例がみられたが、この機能を「仕組化」することで多くの地

域で実践できるよう働きかける必要があると考える）。 

また、これらの方向性での検討が進むことにより、実態としてこどもの存在や保育所等

が地域づくりにおいて担う機能に変化が生じるため、「保育機能」の社会的な位置付け代

わることが期待され、位置付けの再考に向けた機運醸成の動きとの相乗効果が期待され

る。異分野との連携に関しても、こども・子育て分野とのシナジーが明確化されることで
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他分野の事業者等が分野横断での取り組みを推進するインセンティブを感じやすくなるこ

とが期待され、地域全体の（異分野の企業等も含めた）取組への巻き込みが促進すると考

えられる。 

次に、これらの方向性を地域との繋がりの観点から整理した結果を以下に示す。抽出し

た方向性を目指すことで様々な地域の繋がりが形成され、多くのメリット・シナジーが見

込まれる。これらの点を意識しながら、具体的な実現は地域の実情や地域住民の暮らしを

踏まえ適宜カスタマイズしながら取組を具体化する必要がある。 

 

 

３．今後の地域における検討や社会全体への期待 

「こども誰でも通園制度」をはじめとしたさらなる子育て支援策の充実が図られること

で、地域の保育力がこども達に与える影響、地域づくりに与える影響が今後大きくなるこ

とが予想される。それに伴い、各地域でより良い保育×地域づくりを実践していく必要が

生じる。その検討の際には以下の 3 点を意識した検討がなされ、社会全体としての機運醸

成にもつながっていくことを期待する。 

 （１）こどもを温かく迎える地域、こどもにより活性化する地域の再生 

 保育関連施策を含むこども・子育て分野と地域づくりとの関係性が深まっていく中、こど

も・子育て分野に閉じず地域住民全体のウェルビーイング実現にどのようにこどもが関わ

れるかという視点での検討が必要となる。これによりこどもと地域との繋がりを増やすこ

とを考えることになるが、これは新規性や取組の難易度が高いものではなく、様々な地域で

身近に実践されているものであり、コミュニティの希薄化・孤立化、過疎化が原因で少なく

なっているに過ぎない点を意識し、意図的に地域の人や環境を活かす等地域に合わせた創

意工夫がなされることが期待される。この際、多様なステークホルダーの参画と協働、官民
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連携の推進が重要となる。 

 

 （２）将来も踏まえたウェルビーイングを意識した考え方の導入 

 こども・子育ての分野は短期的や分野内に閉じた考えに陥ると機会費用や限界費用等の

経済的側面への意識が強くなり、特に将来的な効用の高まり（幸福度向上/ウェルビーイン

グ）は意識しづらくなってしまう。他方で、これまでの検討で整理した通り、地域づくりと

の関係を深めていくことは将来的な効果はもちろん短期的な幸福度向上/ウェルビーイング

も見込まれる。そのため、こどもを中心としながら地域視点に立ち経済だけでなく、全体の

幸福度を最大化するにはどうするべきかという視点を意識した検討が行われることが重要

と考える。 

 また、その検討においてこどもを中心とし、こどもの育ちにとって良い環境を提供する

こと等が地域全体のウェルビーイングの実現はもちろんのこと移住促進等にもつながるこ

とが期待され地域における好循環の形成に資する点は留意が必要である。 

 

 （３）こどもの育ち（こどもの育つ環境）を意識し、働き方、暮らし方の選択を応援する

地域づくりの検討 

 上記の検討をする中で、個人の価値観が多様化してきている点には留意が必要である。ま

た、地域ごとに過去からその地域で暮らす人、子育てのタイミングで移住してきた人、地域

コミュニティへの参加が苦手な人、テレワークが多い人、こども・家庭が困難な状況にある

人等、価値観だけでなく置かれた背景・状況も様々であり前述の（１）及び（２）を意識し

た検討を行うには、こどもの育ちはもちろん地域の人々の暮らしを意識した検討が重要と

なる。また、その検討の中で地域ごとの暮らしを整理し、地域における暮らしの魅力を発信

していくことで地域全体をより豊かにすることが期待される。 

 

 


